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京都大学蹴球部　部歌

作詞/溝口 治　　作譜 /林 典子　　監修 /朝比奈 隆

Ⅰ

知るや友　知るや友

茲洛陽の水清く　正大の気の湧く所

命を秘めし大地の　我が影しるき誇りをば

銀の小笛のきらめきて　たぎる血汐に胸燃ゆる

Ⅱ

いざや友　いざや友

輝く瞳に仰ぎ見る　紫こむる大比叡

不断の雲の色にだに　久遠の栄光を思うかな

ああ秀麗の気に負いて　雄叫び立ちし我が集い

Ⅲ

遥かなる　遥かなる

帰らぬ夢を顧みて　栄光と涙の歴史の跡

淀む暇なき青春を　今宵かたみに宴して

覇業の鯨波のどよめけば　見よ満天の星ゆらぐ

　　　　

　　　ＧＯ　ＫＩＵ　　ＧＯ　ＫＩＵ

　　　ＧＯ　ＫＩＵ　　ＧＯ　ＫＩＵ

　　　ＧＯ　ＫＩＵ　　ＧＯ　ＫＩＵ

　　　ＧＯ　ＫＩＵ　　ＫＩ　ＧＯ

沿革
・歴史

　京都大学サッカー部は大正 14 年に発足した。発足当時、学友会 (現・体育会 )には既に蹴球部というものがあったものの、これは現在のラグビー

部のことであり、サッカーは行われていなかった。サッカー部新設にはラグビー部とのグラウンドの兼ね合いなど困難な事情が多数あったが、サッ

カー部新設メンバーの努力により、学友会の許可を得て、450 円の予算 (当時サッカーボールが１個５円 )で活動を開始した。

　大正 15 年からは、関西専門学校ア式蹴球リーグ ( 現・関西学生サッカーリーグ ) に出場し、翌年の大正 16 年には関西学院大学と同率ながらも

初の優勝を果たす。

　昭和５年には初の単独優勝、さらには昭和７年から９年まで三連覇を達成し、京大サッカー部の黄金期を築き上げた。昭和 12 年、16 年にも優

勝を経験するが、戦争による中断を経て関西学生サッカーリーグが再開してからは、昭和 26 年に初めて二部に転落、その後は各カテゴリーを行き

来する時期が続く。

　

・チームコンセプト

　私立大学とは異なり、京大サッカー部には推薦で一流選手が入部することはない。たしかに、推薦で選手を集める強豪校には個の力で劣るかも

しれない。しかし、サッカーは単純な一対一の繰り返しではなく、チームとしての総合力が大きくものをいうスポーツである。頭を使い賢く戦術

的に戦うことで、チーム力を格段に上げることができる。京大サッカー部では、技術面・身体面・精神面の向上に取り組むのはもちろんのこと、

戦術的に統率のとれたサッカーを実践している。そうして個の力不足を補い、強豪校と渡り合っていけると考えている。とくに強固で組織的な守

備は伝統的に京大サッカー部の特徴となっている。勝利のために緻密な戦術を練る「考えるサッカー」こそ京大サッカー部が掲げるチームコンセ

プトなのである。

・組織化

　2013 シーズンより、京大サッカー部は、組織改革に着手した (組織図 26 頁参照 )。スカウティング班や企画班といった部署を設置することによっ

て一部の部員への過度な負担の集中を避け、多くの部員がチームの強化や運営に携わることのできる組織を目指している。

　組織改革の流れを受け、次々と新たな試みが行われた。ＳＮＳによる情報発信の強化、定期的に部員の考えや想いを綴るクラブノート制度、さら

にはＢチームのＩリーグ(８頁参照)への参加など、チームを発展させるための取り組みがなされた。こうした試みは現在も継続され、京大サッカー

部の基盤となっている。

関西学生リーグ概要

【大学サッカー概要】

　京都大学サッカー部が所属している関西学生サッカー連盟は、京都、大阪、兵庫、滋賀、奈良、和歌山の二府四県の大学で構成されている。全日本大

学サッカー連盟は関西の他に、北海道、東北、関東、北信越、東海、中国、四国、九州の全九地域に分かれており、各地で熱戦が繰り広げられている。なお、

関西は関東に次いでチーム数が多い地域である。

　2022 シーズンの関西学生サッカーリーグには、合計 57 チームが参加した。一部リーグ、二部リーグ、三部リーグ、四部リーグの四部制である。さらに、

一部リーグの上位４チームには、リーグ戦終了後に開催される全日本大学選手権大会への出場権が与えられる。トーナメント戦ではなくリーグ戦が主要

な大会とされている点で、高校サッカーと大学サッカーは大きく異なっている。関西学生サッカー連盟が主催するその他の大会としては、夏の全国大会

である総理大臣杯への出場チームを決めるトーナメントの関西選手権や、１、２回生のみが出場する新人戦、各チームのサブチームが出場するインディ

ペンデンスリーグ (Ｉリーグ )などがある。

2022 シーズンリーグ編成

一部リーグ

関西学院大学

びわこ成蹊スポーツ大学

阪南大学

関西大学

大阪体育大学

京都産業大学

関西福祉大学

大阪学院大学

同志社大学

立命館大学

甲南大学

大阪産業大学

二部リーグ

大阪経済大学

桃山学院大学

京都橘大学

近畿大学

大阪大学

大阪商業大学

神戸学院大学

大阪教育大学

龍谷大学

関西国際大学

流通科学大学

神戸大学

京都先端科学大学

三部リーグ

追手門学院大学

大阪国際大学

芦屋大学

天理大学

姫路獨協大学

京都大学

大阪公立大学

摂南大学

桃山学院教育大学

和歌山大学

大谷大学

神戸国際大学

四部リーグ

森ノ宮医療大学

滋賀大学教育学部　

兵庫県立大学神戸

大阪大谷大学

滋賀大学経済・ＤＳ学部

関西外国語大学

京都外国語大学

大阪経済法科大学

兵庫県立大学姫路

京都教育大学

佛教大学

京都工芸繊維大学

神戸市外国語大学

奈良教育大学

神戸医療未来大学

びわこ学院大学

兵庫教育大学

奈良学園大学

四天王寺大学

大阪工業大学

2019 シーズン

　今までは守備を重視した戦術をとっていたが、2019 シーズンは攻撃に力を入れた新たな戦術を実践した。しかし、上位の強豪校が相手となった試合

で敗北が続き、六位で前期を終える。後期は昇格のために勝ち続けるしかない京大だったが、引き分けが多く、昇格に必要な勝点を取れなかった。シー

ズン途中には、三部リーグとの入替戦に進む順位まで落ちた時期もあったものの、最終的には 7 勝 5 分 6 敗の五位でリーグ戦を終え、二部 B リーグに残

留した。

2020 シーズン

　2020 シーズンは、新型コロナウイルスの影響で前期リーグが中止され、後期リーグのみの開催となった。前期の自粛期間では活動が制限され、選手

たちにとっては苦しい期間となった。後期リーグでは、上位のチームに勝ち星をあげることができず、４勝２分５敗の七位で終えた。二部Ｂリーグ残留

となったが、2021 シーズンからはリーグの名称が変更され、二部Ｂリーグが三部リーグと変わるため、2021 シーズンは三部リーグで戦うこととなった。

2021 シーズン

　2021 シーズンの４月に行われた開幕戦では、勝利を収めたものの新型コロナウイルスの影響で前期リーグが延期された。7 月から再開されたが、再

開後 3 試合連続引き分けるなど、思うように勝ち点を重ねることができず、４勝３分４敗の六位で前期リーグを終えた。過密日程が続く中、後期リーグ

が９月から開幕。上位のチーム相手に勝ち星を上げることができず、最終的には 10 勝５分７敗の六位でリーグ戦を終え、三部リーグに残留した。

【京大サッカー部の近年の歩み】

ここ　　　　　　　　　　　せいだい

おおつち　　　　　　　　　　　

おぶえ　　　　　　　　　　　

おおひえい　　　　　　　　　　　

くおん　　 はえ　　　　　　　　　　　

 　ふみ　　　　　　　　　　　

 　とき　　　　　　　　　　　

03
02



一節

2-0
0-1

2 1京都大学 大阪公立大学

二節

0-0
0-1

0 1京都大学 大阪国際大学

三節

1-2
1-1

2 3京都大学 追手門学院大学

四節

1-0
1-0

2 0京都大学 摂南大学

0-2
2-1

2 3

九節

京都大学 大谷大学

十節

0-0
0-1

0 1京都大学 天理大学

七節

2-0
5-0

7 0京都大学 桃山学院教育大学

八節

2-1
0-2

2 3京都大学 芦屋大学

十一節

4-1
3-2

7 3京都大学 神戸国際大学

得点者    34’井ノ上　41’笹川 得点者

GK 12 高橋拓伸

DF 2  山本耕平

DF 4  森山翔太▼90+2’

DF 5  田中啓史

DF 97 松本光擁

MF 27 井ノ上真斗

MF 6  谷悠真▼90+2’

MF 8  笹川拓人

MF 18 斎藤友仁▼73’

MF 88 久保高志

FW 10 橋本晋太郎▼59’

GK 1  松島昂太郎 

DF 3  日置晃久△90+2’

MF 14 阿久津慶

MF 25 野村岳大△90+2’

MF 7  相川悠真△59’

MF 77 寺迫亮太

FW 9  森橋亮太

FW 13 山下裕大△73’

FW 30 北川拓実

GK 12 高橋拓伸

DF 2  山本耕平

DF 4  森山翔太

DF 5  田中啓史

DF 97 松本光擁

MF 6  谷悠真

MF 7  相川悠真▼85’

MF 8  笹川拓人

MF 18 斎藤友仁▼HT

MF 88 久保高志

FW 10 橋本晋太郎▼79’

GK 1  松島昂太郎 

DF 3  日置晃久

MF 14 阿久津慶

MF 27 井ノ上真斗△HT

MF 25 野村岳大

MF 77 寺迫亮太

FW 9  森橋亮太

FW 13 山下裕大△85’

FW 30 北川拓実△79’

得点者 13’井ノ上　76’谷 

GK 12 高橋拓伸

DF 2  山本耕平

DF 4  森山翔太

DF 5  田中啓史

DF 97 松本光擁

MF 6  谷悠真

MF 7  相川悠真▼70’

MF 8  笹川拓人

MF 27 井ノ上真斗

MF 88 久保高志

FW 10 橋本晋太郎▼59’

GK 1  松島昂太郎 

DF 3  日置晃久

DF 71 北村悠真△70’

MF 18 斎藤友仁△59’

MF 25 野村岳大

MF 29 加藤皓生

MF 77 寺迫亮太

FW 9  森橋亮太

FW 30 北川拓実

得点者 12’谷　68’井ノ上

GK 12 高橋拓伸

DF 2  山本耕平▼HT

DF 4  森山翔太

DF 5  田中啓史

DF 71 北村悠真

DF 97 松本光擁

MF 6  谷悠真

MF 7  相川悠真▼86’

MF 8  笹川拓人

MF 27 井ノ上真斗▼86’

MF 88 久保高志▼HT

GK 1  松島昂太郎 

DF 3  日置晃久△HT

DF 15 城越望

MF 18 斎藤友仁△HT

MF 25 野村岳大

MF 26 小林周平

MF 76 田中信太朗

MF 77 寺迫亮太

FW 9  森橋亮太△86’

FW 30 北川拓実△86’

得点者 21’松本　34’田中　56’59’相川

75’森橋　84’久保　86’北川

GK 12 高橋拓伸

DF 2  山本耕平▼61’

DF 4  森山翔太

DF 5  田中啓史

DF 71 北村悠真

DF 97 松本光擁▼61’

MF 6  谷悠真▼81’

MF 7  相川悠真

MF 8  笹川拓人▼HT

MF 27 井ノ上真斗▼69’

MF 88 久保高志

GK 1  松島昂太郎 

DF 15 城越望△61’

MF 11 松岡紘也

MF 18 斎藤友仁

MF 25 野村岳大△HT

MF 26 小林周平△61’

FW 9  森橋亮太△69’

FW 13 山下裕大

FW 30 北川拓実△81’

得点者 38’斎藤　45’井ノ上

GK 12 高橋拓伸

DF 2  山本耕平

DF 4  森山翔太

DF 5  田中啓史

DF 71 北村悠真

DF 97 松本光擁

MF 7  相川悠真▼90’

MF 8  笹川拓人

MF 18 斎藤友仁▼74’

MF 27 井ノ上真斗

MF 88 久保高志▼63’

GK 1  松島昂太郎 

DF 15 城越望

MF 11 松岡紘也△90’

MF 25 野村岳大

MF 26 小林周平

MF 69 弓削修二

FW 9  森橋亮太

FW 13 山下裕大△63’

FW 30 北川拓実△74’

得点者 61’笹川　64’相川

GK 12 高橋拓伸

DF 4  森山翔太

DF 5  田中啓史

DF 15 城越望

DF 71 北村悠真

MF 7  相川悠真

MF 8  笹川拓人▼88’

MF 25 野村岳大▼HT

MF 88 久保高志

FW 10 橋本晋太郎▼HT

FW 13 山下裕大▼HT

GK 1  松島昂太郎 

DF 2  山本耕平

DF 97 松本光擁△HT

MF 11 松岡紘也

MF 18 斎藤友仁△HT

MF 26 小林周平

MF 69 弓削修二

FW 9  森橋亮太△88’

FW 30 北川拓実△HT

得点者

GK 12 高橋拓伸

DF 2  山本耕平

DF 4  森山翔太

DF 5  田中啓史

DF 71 北村悠真

DF 97 松本光擁

MF 7  相川悠真▼84’

MF 8  笹川拓人▼84’

MF 18 斎藤友仁▼67’

MF 27 井ノ上真斗

MF 88 久保高志

GK 1  松島昂太郎 

DF 15 城越望

MF 11 松岡紘也

MF 25 野村岳大△84’

MF 26 小林周平

MF 69 弓削修二

FW 10 橋本晋太郎

FW 13 山下裕大△84’

FW 30 北川拓実△67’

得点者 4’谷　11’45+5’斎藤　35’橋本

60’田中　63’相川　87’北川　

GK 12 高橋拓伸

DF 3  日置晃久

DF 4  森山翔太

DF 5  田中啓史

DF 71 北村悠真

MF 6  谷悠真

MF 7  相川悠真▼66’

MF 8  笹川拓人

MF 18 斎藤友仁▼66’

MF 88 久保高志

FW 10 橋本晋太郎▼66’

GK 1  松島昂太郎 

DF 2  山本耕平

DF 15 城越望

DF 97 松本光擁△66’

MF 14 阿久津慶

MF 26 小林周平

FW 9  森橋亮太

FW 13 山下裕大△66’

FW 30 北川拓実△66’

RESULTS 関西学生サッカーリーグ三部前期PICK UP MATCH 1

PICK UP MATCH 2

　

前
半
キ
ッ
ク
オ
フ
。
開
始
早
々
、
ル
ー

ズ
ボ
ー
ル
を
拾
っ
た
久
保
か
ら
、
中
央

の
ス
ペ
ー
ス
に
走
り
込
ん
だ
相
川
が

ボ
ー
ル
を
受
け
て
シ
ュ
ー
ト
を
放
つ
も
、

相
手
Ｄ
Ｆ
に
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
。
17
分
、

自
陣
で
相
手
か
ら
ボ
ー
ル
を
奪
い
、
縦

に
早
い
攻
撃
で
井
ノ
上
が
相
手
Ｄ
Ｆ
ラ

イ
ン
の
裏
に
抜
け
、シ
ュ
ー
ト
。
し
か
し
、

こ
れ
は
ク
ロ
ス
バ
ー
の
上
に
外
れ
て
し

ま
う
。
そ
の
後
も
ボ
ー
ル
を
保
持
す
る

京
大
は
25
分
、
山
本
の
ア
ー
リ
ー
ク
ロ

ス
を
久
保
が
合
わ
せ
る
も
、
ゴ
ー
ル
右

に
逸
れ
る
。
27
分
、
久
保
の
グ
ラ
ウ
ン

ダ
ー
の
ク
ロ
ス
に
相
川
が
左
足
で
合
わ

せ
る
も
、
枠
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
中
々
点
が
取
れ
な
い
京
大
で
あ
っ

た
が
、
39
分
遂
に
待
望
の
瞬
間
が
訪
れ

る
。
相
手
Ｄ
Ｆ
の
ク
リ
ア
ボ
ー
ル
を
笹

川
、
谷
、
久
保
へ
と
ダ
イ
レ
ク
ト
で
繋
ぎ
、

久
保
が
キ
ー
パ
ー
と
の
一
対
一
で
落
ち

着
い
て
ゴ
ー
ル
に
流
し
込
む
。（
１

－

０
）

そ
し
て
、
1
点
リ
ー
ド
の
ま
ま
前
半
終

了
。

　

後
半
キ
ッ
ク
オ
フ
。
追
加
点
を
取
り
、

相
手
を
突
き
放
し
た
い
京
大
だ
っ
た
が
、

46
分
、
一
瞬
の
隙
を
突
か
れ
て
ミ
ド
ル

シ
ュ
ー
ト
を
打
た
れ
、
ポ
ス
ト
に
直
撃
。

か
ろ
う
じ
て
失
点
を
免
れ
る
。
61
分
、

田
中
啓
の
ロ
ン
グ
ボ
ー
ル
を
井
ノ
上
が

頭
で
合
わ
せ
て
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
を
ゆ

ら
す
も
、オ
フ
サ
イ
ド
の
判
定
。
67
分
、

相
川
に
代
え
て
斎
藤
を
投
入
し
、
攻

撃
の
再
活
性
化
を
図
る
。
68
分
、
相

手
Ｐ
Ａ
外
で
Ｆ
Ｋ
を
得
る
。
キ
ッ
カ
ー

は
笹
川
。
直
接
ゴ
ー
ル
を
狙
う
も
、

ク
ロ
ス
バ
ー
に
は
じ
か
れ
て
し
ま
う
。

71
分
、
笹
川
の
展
開
か
ら
山
本
が
ク

ロ
ス
、
そ
れ
に
久
保
が
頭
で
合
わ
せ

る
も
、
ボ
ー
ル
は
ポ
ス
ト
に
当
た
っ

て
ゴ
ー
ル
の
外
へ
。
決
定
機
を
決
め

切
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
82

分
、Ｃ
Ｋ
の
こ
ぼ
れ
球
を
斎
藤
が
体
勢

を
崩
し
な
が
ら
も
ゴ
ー
ル
右
上
に
蹴

り
込
み
、
追
加
点
。（
２

－
０
）
こ
れ

で
勢
い
に
乗
っ
た
京
大
は
84
分
、Ｐ
Ａ

内
で
ボ
ー
ル
を
受
け
た
井
ノ
上
が

ゴ
ー
ル
右
隅
に
流
し
込
み
、
3
点
目
。

（
３

－
０
）
86
分
に
は
、
久
保
に
代
え

て
山
下
を
投
入
し
、
試
合
を
締
め
に

か
か
る
。
さ
ら
に
90
分
、
井
ノ
上
の

縦
パ
ス
を
受
け
た
斎
藤
が
相
手
を
か

わ
し
、
シ
ュ
ー
ト
。
相
手
Ｇ
Ｋ
に
当

た
る
も
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
に
吸
い
込

ま
れ
る
。（
４

－

０
）
そ
し
て
試
合
終

了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
。

　

強
い
日
差
し
の
中
前
半
キ
ッ
ク
オ
フ
。

開
始
早
々
試
合
が
動
く
。
立
ち
上
が
り
か

ら
主
導
権
を
握
る
京
大
が
、
前
半
５
分
、

自
陣
深
く
か
ら
の
ロ
ン
グ
ス
ロ
ー
を
橋
本

が
身
体
を
張
っ
て
キ
ー
プ
し
、
斎
藤
へ
と

繋
ぐ
。
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
斎
藤
は
力
強
い

ド
リ
ブ
ル
で
中
央
を
駆
け
上
が
り
、
サ
イ

ド
に
開
い
た
久
保
へ
。
そ
の
久
保
が
冷
静

に
ク
ロ
ス
を
上
げ
、
フ
ァ
ー
サ
イ
ド
に
走

り
こ
ん
だ
橋
本
が
合
わ
せ
先
制
。(

１

－

０

)

そ
の
後
は
相
手
に
ボ
ー
ル
を
持
た
れ

る
も
、
固
い
ブ
ロ
ッ
ク
で
凌
ぐ
京
大
。
守

る
時
間
が
続
い
た
も
の
の
、
前
半
12
分
、

Ｇ
Ｋ
高
橋
の
ロ
ン
グ
フ
ィ
ー
ド
の
こ
ぼ
れ

球
を
北
村
が
拾
い
、
縦
パ
ス
を
橋
本
が
頭

で
反
ら
し
、
再
び
北
村
が
受
け
Ｐ
Ａ
外
か

ら
鋭
い
ク
ロ
ス
を
ゴ
ー
ル
前
に
送
る
。
こ

れ
に
反
応
し
た
斎
藤
が
合
わ
せ
る
も
、
相

手
Ｇ
Ｋ
の
フ
ァ
イ
ン
セ
ー
ブ
に
阻
ま
れ

る
。
し
か
し
直
後
の
前
半
13
分
、
自
陣
深

く
で
の
ク
リ
ア
ミ
ス
を
相
手
に
拾
わ
れ
、

サ
イ
ド
へ
の
展
開
か
ら
ゴ
ー
ル
前
へ
ク
ロ

ス
を
あ
げ
ら
れ
、
混
戦
か
ら
失
点
。(

１

－

１

)

こ
の
失
点
後
は
守
備
の
時
間
が
続

く
も
、
バ
ッ
ク
ラ
イ
ン
を
中
心
に
集
中
し

た
守
備
で
チ
ャ
ン
ス
を
作
ら
せ
な
い
京

大
。
前
半
32
分
、
こ
こ
で
京
大
は
足
を
痛

め
た
松
本
に
変
え
て
笹
川
を
投
入
す
る
。

そ
の
後
も
ボ
ー
ル
を
持
た
れ
る
展
開
が
続

く
も
、
斎
藤
、
久
保
を
生
か
し
た
カ
ウ
ン

タ
ー
を
狙
い
な
が
ら
試
合
を
進
め
る
京

大
。
前
半
は
同
点
の
ま
ま
終
了
。

　

後
半
キ
ッ
ク
オ
フ
。
立
ち
上
が
り
か
ら

拮
抗
し
た
展
開
が
続
き
、
互
い
に
気
の
抜

け
な
い
時
間
が
流
れ
る
。
そ
ん
な
中
後
半

18
分
、
相
手
の
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
で
の
パ
ス

ミ
ス
を
カ
ッ
ト
し
た
橋
本
が
斎
藤
へ
と
繋

ぎ
、
斎
藤
が
相
手
を
抜
き
去
り
シ
ュ
ー
ト

を
放
つ
も
、
枠
を
外
れ
る
。
直
後
の
後
半

19
分
、
京
大
は
橋
本
に
代
え
相
川
を
投
入

し
、
勝
ち
越
し
点
を
狙
い
に
か
か
る
。
そ

し
て
後
半
29
分
、
こ
の
采
配
が
見
事
的
中

す
る
。
相
手
陣
内
で
久
保
と
斎
藤
の
守
備

か
ら
ボ
ー
ル
を
奪
い
、
そ
の
ま
ま
斎
藤
が

Ｐ
Ａ
内
か
ら
シ
ュ
ー
ト
を
放
つ
。
こ
れ
は

相
手
Ｇ
Ｋ
に
阻
ま
れ
る
も
、
こ
ぼ
れ
球
に

反
応
し
た
日
置
が
シ
ュ
ー
ト
を
放
ち
、
こ

れ
を
相
川
が
巧
み
な
タ
ッ
チ
で
コ
ー
ス
を

変
え
、
こ
れ
が
ゴ
ー
ル
に
吸
い
込
ま
れ
る
。

(

2

－

1

)

そ
の
後
は
１
点
の
リ
ー
ド
を

守
り
に
入
る
京
大
。
後
半
38
分
に
は
、
斎

藤
、
山
本
に
代
え
て
、
北
川
、
山
下
を
投

入
し
、
前
線
か
ら
の
守
備
を
活
性
化
さ
せ

る
。
試
合
終
了
間
際
、相
手
に
何
度
も
ゴ
ー

ル
前
に
迫
ら
れ
る
も
、
身
体
を
張
っ
た
プ

レ
ー
で
な
ん
と
か
凌
ぐ
。
こ
こ
で
試
合
終

了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
。

1-0
3-04 0京都大学 和歌山大学

五節

六節

1-1
1-02 1京都大学 姫路独協大学

GK 12 高橋拓伸
DF 2  山本耕平
DF 4  森山翔太
DF 5  田中啓史
DF 71 北村悠真
DF 97 松本光擁
MF 6  谷悠真
MF 7  相川悠真▼67’
MF 8  笹川拓人
MF 27 井ノ上真斗
MF 88 久保高志▼86’

GK 1  松島昂太郎
DF 3  日置晃久
DF 15 城越望
MF 14 阿久津慶
MF 18 斎藤友仁△67’ 
MF 25 野村岳大
MF 26 小林周平
FW 9  森橋亮太
FW 13 山下裕大△86’

GK 12 高橋拓伸
DF 2  山本耕平▼83’
DF 3  日置晃久
DF 4  森山翔太
DF 5  田中啓史
DF 71 北村悠真
DF 97 松本光擁▼32’
MF 6  谷悠真
MF 18 斎藤友仁▼83’
MF 88 久保高志
FW 10 橋本晋太郎▼64’

GK 1  松島昂太郎

DF 15 城越望

MF 7  相川悠真△64’ 

MF 8  笹川拓人△32’ 

MF 14 阿久津慶 

MF 26 小林周平

FW 9  森橋亮太

FW 13 山下裕大△83’

FW 30 北川拓実△83’ 

得点者 39’久保　82’90’斎藤　84’井ノ上

得点者 5’橋本  74’相川

　「後半追加点が中々奪えない中での交代でし

た。リーグ戦でまだ結果を残せてなかったこと

もあり、チームとしても個人としても点が欲し

い状況でした。運よくコーナーキックのこぼれ

球を決めることができ、チームもその後連続得

点で完勝することができて良かったです。追加

点の重要性を学んだ試合でした。」

TOMOHITO SAITO 18

　昨シーズン、誰よりもチームのために身体を

張り、走り続けた背番号 10。そんな彼の姿に

心打たれた人は数えきれない。

　「後期に望みを繋ぐためにも、勝点３が必須

の試合で、久保を信じて走ることで、先制点を

決めることができた。さらに自分と交代で入っ

た相川が得点し勝てたことは、副将としてチー

ムの底力を感じとてもうれしかった。」

SHINTARO HASHIMOTO 10
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一節

0-0
0-4

0 4京都大学 大阪公立大学

二節

1-0
0-1

1 1京都大学 姫路獨協大学

四節

1-1
4-1

5 2京都大学 和歌山大学

五節

4-0
4-0

8 0京都大学 神戸国際大学

1-0
0-0

1 0

九節

京都大学 芦屋大学

十節

0-1
0-0

0 1京都大学 追手門学院大学

七節

1-0
0-1

1 1京都大学 摂南大学

八節

1-0
0-1

1 1京都大学 大阪国際大学

十一節

1-0
1-0

2 0京都大学 桃山教育大学

得点者 得点者 29’橋本

GK 12 高橋拓伸

DF 2  山本耕平

DF 4  森山翔太▼84’

DF 5  田中啓史

DF 71 北村悠真

DF 97 松本光擁

MF 6  谷悠真

MF 8  笹川拓人▼62’

MF 18 斎藤友仁

MF 88 久保高志

FW 10 橋本晋太郎▼78’

GK 16 宮田大輔 

DF 15 城越望△84’

MF 14 阿久津慶

MF 25 野村岳大

MF 26 小林周平

FW 9  森橋亮太

FW 13 山下裕大△62’

FW 30 北川拓実△78’

GK 12 高橋拓伸

DF 2  山本耕平

DF 3  日置晃久

DF 5  田中啓史

DF 71 北村悠真

DF 97 松本光擁

MF 6  谷悠真

MF 8  笹川拓人▼HT

MF 18 斎藤友仁

MF 88 久保高志

FW 10 橋本晋太郎

GK 16 宮田大輔 

DF 15 城越望

MF 14 阿久津慶

MF 25 野村岳大

MF 26 小林周平

FW 9  森橋亮太

FW 13 山下裕大△HT

▼80’

FW 30 北川拓実△80’

FW 78 鬼頭幸

得点者 47’斎藤 56’井ノ上 58’井ノ上 

63’田中 81’小林

GK 12 高橋拓伸

DF 3  日置晃久

DF 5  田中啓史

DF 71 北村悠真

DF 97 松本光擁

MF 6  谷悠真

MF 8  笹川拓人▼79’

MF 18 斎藤友仁▼85’

MF 27 井ノ上真斗

MF 88 久保高志

FW 10 橋本晋太郎▼HT

GK 16 宮田大輔 

DF 2  山本耕平

DF 4  森山翔太

MF 14 阿久津慶

MF 25 野村岳大△85’

MF 26 小林周平△79’

MF 77 寺迫亮太

FW 13 山下裕大

FW 30 北川拓実△HT

得点者 8’谷 15’久保 24’斎藤 30’久保 50’斎藤 

54’井ノ上 68’井ノ上 87’井ノ上

GK 12 高橋拓伸

DF 3  日置晃久

DF 5  田中啓史

DF 71 北村悠真

DF 97 松本光擁

MF 6  谷悠真▼34’

MF 14 阿久津慶▼73’

MF 18 斎藤友仁▼82’

MF 27 井ノ上真斗

MF 88 久保高志

FW 10 橋本晋太郎▼HT

GK 16 宮田大輔 

DF 2  山本耕平

DF 4  森山翔太△73’

MF 25 野村岳大△34’

▼82’

MF 26 小林周平△82’

FW 13 山下裕大△HT

FW 30 北川拓実△82’

得点者 8’井ノ上

GK 12 高橋拓伸

DF 2  山本耕平

DF 3  日置晃久

DF 5  田中啓史

DF 71 北村悠真

MF 8  笹川拓人

MF 14 阿久津慶

MF 18 斎藤友仁

MF 27 井ノ上真斗

MF 88 久保高志

FW 10 橋本晋太郎

GK 16 宮田大輔 

DF 20 木本晴仁

MF 36 山口健太

MF 11 松岡紘也

MF 25 野村岳大

MF 26 小林周平

MF 77 寺迫亮太

FW 13 山下裕大

FW 30 北川拓実

得点者 4’久保

GK 12 高橋拓伸

DF 2  山本耕平

DF 3  日置晃久

DF 5  田中啓史

DF 71 北村悠真

DF 97 松本光擁▼90+3’

MF 6  谷悠真

MF 18 斎藤友仁▼84’

MF 27 井ノ上真斗

MF 88 久保高志

FW 10 橋本晋太郎

GK 16 宮田大輔 

DF 15 城越望

DF 20 木本晴仁

MF 8  笹川拓人

MF 14 阿久津慶△90+3’
MF 25 野村岳大

MF 26 小林周平

FW 13 山下裕大△84’

▼90+3’
FW 30 北川拓実△90+3’

得点者 19’井ノ上

GK 12 高橋拓伸

DF 2  山本耕平

DF 3  日置晃久

DF 5  田中啓史

DF 71 北村悠真

MF 6  谷悠真

MF 8  笹川拓人▼75’

MF 18 斎藤友仁▼79’

MF 27 井ノ上真斗

MF 88 久保高志

FW 10 橋本晋太郎

GK 16 宮田大輔 

DF 15 城越望

DF 20 木本晴仁

DF 36 山口健太

MF 11 松岡紘也

MF 14 阿久津慶△75’

MF 25 野村岳大

MF 26 小林周平

FW 30 北川拓実△79’

得点者

GK 12 高橋拓伸

DF 2  山本耕平

DF 3  日置晃久

DF 5  田中啓史

MF 6  谷悠真

MF 8  笹川拓人

MF 14 阿久津慶▼85’

MF 18 斎藤友仁

MF 27 井ノ上真斗

MF 88 久保高志

FW 10 橋本晋太郎

GK 16 宮田大輔 

DF 15 城越望

DF 20 木本晴仁△85’

DF 36 山口健太

MF 11 松岡紘也

MF 25 野村岳大

MF 26 小林周平

FW 9  森橋亮太

FW 30 北川拓実

得点者 8’北村 51’井ノ上

GK 12 高橋拓伸

DF 2  山本耕平▼63’

DF 3  日置晃久

DF 5  田中啓史

DF 71 北村悠真

MF 6  谷悠真

MF 8  笹川拓人

MF 18 斎藤友仁▼81’

MF 27 井ノ上真斗

▼90+1’

MF 88 久保高志▼90+1’

FW 10 橋本晋太郎▼81’

GK 16 宮田大輔 

DF 15 城越望

DF 20 木本晴仁△63’

MF 11 松岡紘也▼90+1’

MF 14 阿久津慶

MF 25 野村岳大△81’

MF 26 小林周平▼90+1’

FW 9  森橋亮太▼81’

FW 30 北川拓実

RESULTS 関西学生サッカーリーグ三部後期PICK UP MATCH 1

PICK UP MATCH 2

　

夏
の
暑
さ
が
残
る
強
い
日
差
し
の
中
、

前
半
開
始
。

　

両
者
落
ち
着
い
た
入
り
と
な
り
、
な
か

な
か
決
定
機
を
生
み
出
せ
な
い
。
15
分
、

左
か
ら
の
Ｃ
Ｋ
を
日
置
が
頭
で
合
わ
せ
る

も
、
枠
を
捉
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
後
も
、

両
者
と
も
に
集
中
し
た
守
備
を
み
せ
、
膠

着
し
た
展
開
が
続
く
。
32
分
、中
央
の
ル
ー

ズ
ボ
ー
ル
を
収
め
た
北
川
が
一
度
ボ
ー
ル

を
預
け
左
サ
イ
ド
に
開
き
ボ
ー
ル
を
受
け

直
す
と
、
素
早
い
仕
掛
け
か
ら
鋭
い
ク
ロ

ス
を
上
げ
る
。
ニ
ア
に
走
り
込
ん
だ
久
保

が
右
足
で
上
手
く
流
し
込
み
、
先
制
点
を

あ
げ
る
。（
１—

０
）
37
分
、
38
分
と
立

て
続
け
に
天
理
大
に
左
Ｃ
Ｋ
の
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
る
が
、
落
ち
着
い
た
ク
リ
ア
で
難

を
逃
れ
る
。
す
る
と
39
分
、
左
サ
イ
ド
の

崩
し
か
ら
敵
陣
ペ
ナ
ル
テ
ィ
エ
リ
ア
内
で

混
戦
と
な
り
、
こ
ぼ
れ
球
に
反
応
し
た
笹

川
が
強
烈
な
低
弾
道
シ
ュ
ー
ト
を
打
つ

も
、
相
手
Ｇ
Ｋ
の
好
セ
ー
ブ
に
阻
ま
れ
る
。

前
半
を
一
点
リ
ー
ド
で
折
り
返
す
。

　

後
半
キ
ッ
ク
オ
フ
。
47
分
、
天
理
大
の

右
か
ら
の
Ｆ
Ｋ
を
Ｇ
Ｋ
高
橋
が
キ
ャ
ッ
チ

す
る
も
相
手
に
接
触
さ
れ
、
そ
の
ま
ま

ボ
ー
ル
が
ゴ
ー
ル
に
入
っ
て
し
ま
う
が
、

天
理
大
の
フ
ァ
ウ
ル
と
な
り
失
点
を
免
れ

る
。
後
半
に
入
り
、
天
理
大
の
セ
ッ
ト

プ
レ
ー
が
続
く
が
、
安
定
し
た
ク
リ
ア

で
処
理
を
し
て
い
く
京
大
。
62
分
、
橋

本
に
代
え
森
山
を
投
入
し
、
ビ
ル
ド

ア
ッ
プ
の
活
性
化
を
は
か
る
。
そ
の
直

後
の
左
Ｃ
Ｋ
を
ニ
ア
で
久
保
が
そ
ら
す

と
、
中
央
で
田
中
啓
の
前
に
こ
ぼ
れ
る

が
、
上
手
く
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
80
分
、
田
中
啓
の
ロ
ン
グ
フ
ィ
ー

ド
を
お
さ
め
た
北
川
が
た
め
を
作
り
、

走
り
込
ん
で
き
た
谷
が
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー

ト
を
打
つ
も
枠
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き

ず
。
81
分
、
北
川
に
代
え
井
ノ
上
を
投

入
し
、
追
加
点
を
狙
い
に
行
く
。
す
る

と
82
分
、
天
理
大
の
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
中

の
ボ
ー
ル
を
井
ノ
上
が
奪
い
と
り
、
ロ

ン
グ
シ
ュ
ー
ト
を
打
つ
が
惜
し
く
も
枠

外
と
な
る
。
そ
の
後
も
一
進
一
退
の
攻

防
が
続
く
中
、
久
保
の
一
点
を
守
り
切

り
、
試
合
終
了
。

　

後
期
の
山
場
と
な
る
試
合
を
勝
ち
切

り
、
昇
格
へ
と
望
み
を
繋
ぐ
。

　

前
半
キ
ッ
ク
オ
フ
。
立
ち
上
が
り
か
ら

相
手
ゴ
ー
ル
へ
迫
る
展
開
が
続
く
。
7
分
、

右
サ
イ
ド
で
ボ
ー
ル
を
奪
い
、
ボ
ー
ル
を

受
け
た
橋
本
は
、
早
い
段
階
で
ア
ー
リ
ー

ク
ロ
ス
。
こ
れ
に
久
保
が
ヘ
デ
ィ
ン
グ
で

合
わ
せ
る
も
ボ
ー
ル
は
キ
ー
パ
ー
の
正
面

へ
。
そ
の
後
も
Ｆ
Ｗ
陣
が
シ
ュ
ー
ト
を
浴

び
せ
続
け
る
が
、
相
手
Ｇ
Ｋ
や
Ｄ
Ｆ
に
阻

ま
れ
、
な
か
な
か
得
点
と
は
な
ら
な
い
。

迎
え
る
26
分
、
京
大
に
待
望
の
得
点
が
生

ま
れ
る
。
井
ノ
上
か
ら
の
裏
へ
の
パ
ス
に

抜
け
出
し
た
斎
藤
が
ボ
ー
ル
を
キ
ー
プ
。

混
戦
の
中
、
こ
ぼ
れ
た
ボ
ー
ル
に
反
応
し

た
橋
本
の
シ
ュ
ー
ト
は
一
度
は
Ｇ
Ｋ
に
当

た
る
も
最
後
は
押
し
込
ん
で
ゴ
ー
ル
と
な

る
。（
１—

０
）
そ
の
後
は
、
京
大
が
ボ
ー

ル
を
持
つ
展
開
と
な
り
、
前
半
だ
け
で
十

本
の
シ
ュ
ー
ト
を
打
つ
が
、
追
加
点
と
は

な
ら
ず
、
前
半
終
了
。

　

後
半
キ
ッ
ク
オ
フ
。
ボ
ー
ル
を
回
し
続

け
る
展
開
と
な
る
が
、
引
い
て
き
た
相
手

に
対
し
、
な
か
な
か
追
加
点
が
奪
え
ず
、

手
を
焼
く
京
大
。
試
合
を
優
位
に
進
め
て

い
た
京
大
だ
っ
た
が
、
54
分
、
ピ
ッ
チ
中

央
で
パ
ス
を
カ
ッ
ト
さ
れ
る
と
、
相
手

F
W
に
裏
を
取
ら
れ
、Ｇ
Ｋ
と
の
一
対
一
を

決
め
ら
れ
る
。（
1―

１
）
反
撃
す
べ
く
、

ボ
ー
ル
を
保
持
し
つ
つ
相
手
ゴ
ー
ル
に
迫

る
京
大
。
し
か
し
、
60
分
、
獲
得
し
た
Ｆ

Ｋ
か
ら
カ
ウ
ン
タ
ー
を
決
め
き
ら
れ
、
勝

ち
越
さ
れ
る
。（
１—

２
）
そ
の
後
も
京
大

が
攻
め
続
け
る
展
開
が
続
く
が
、
得
点
と

は
な
ら
な
い
。
負
け
ら
れ
な
い
京
大
は
、

60
分
に
橋
本
に
代
え
て
野
村
、
77
分
に
斎

藤
、
笹
川
に
代
え
て
山
下
、
小
林
を
投
入
し
、

逆
転
を
狙
う
。
そ
れ
で
も
一
点
が
遠
く
、

な
か
な
か
ゴ
ー
ル
を
奪
え
な
い
京
大
。
し

か
し
、
87
分
、
左
サ
イ
ド
の
久
保
か
ら
の

セ
ン
タ
リ
ン
グ
を
上
手
く
頭
で
合
わ
せ
た

井
ノ
上
の
シ
ュ
ー
ト
が
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
し
、

同
点
に
追
い
つ
く
。（
２—

２
）
そ
の
後
も

諦
め
ず
得
点
を
狙
い
続
け
る
京
大
は
、
続

く
90
＋
１
分
、
左
サ
イ
ド
で
山
本
か
ら
パ

ス
を
受
け
た
久
保
か
ら
の
グ
ラ
ウ
ン
ダ
ー

の
ク
ロ
ス
を
ニ
ア
で
上
手
く
滑
り
込
ん
で

合
わ
せ
た
山
下
が
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
き
り
、

劇
的
ゴ
ー
ル
。（
３—

２
）
同
時
に
試
合
終

了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
。

　

最
後
ま
で
諦
め
な
か
っ
た
京
大
は
、
苦

し
み
な
が
ら
も
最
後
の
最
後
で
逆
転
勝
利

し
、
四
連
勝
と
し
た
。

三節

六節

GK 12 高橋拓伸
DF 3  日置晃久
DF 5  田中啓史
DF 97 松本光擁
MF 6  谷悠真
MF 8  笹川拓人
MF 14 阿久津慶
MF 18 斎藤友仁
MF 88 久保高志
FW 10 橋本晋太郎▼62’
FW 30 北川拓実▼81’

GK 16 宮田大輔
DF 2  山本耕平
DF 4  森山翔太△62’ 
DF 15 城越望
MF 25 野村岳大
MF 26 小林周平
MF 27 井ノ上真斗△81’
FW 9  森橋亮太
FW 13 山下裕大

GK 12 高橋拓伸
DF 2  山本耕平
DF 3  日置晃久
DF 5  田中啓史
DF 71 北村悠真
DF 97 松本光擁
MF 8  笹川拓人▼77’
MF 18 斎藤友仁▼77’
MF 27 井ノ上真斗
MF 88 久保高志
FW 10 橋本晋太郎▼60’

GK 16 宮田大輔
DF 15 城越望
DF 20 木本晴仁
MF 11 松岡紘也
MF 25 野村岳大△60’
MF 26 小林周平△77’
MF 77 寺迫亮太
FW 13 山下裕大△77’
FW 30 北川拓実

得点者 32’久保

得点者 26’橋本  87’井ノ上  90+3’山下

　「試合を通して苦しい展開でした。序盤に先

制点を上げれたものの、それ以降は押し込まれ

る時間帯が続き最後まで守り切った試合でし

た。展開としては良くなかったですが、粘り強

く戦い勝ち点 3を得ることができました。

　自分自身試合を通してあまり良い出来ではあ

りませんでしたが、ワンチャンスをものにでき

て良かったです。」

TAKASHI KUBO 88

　「ベンチから堀井さんに熱い視線を送ってい

ましたが、その甲斐もむなしく遅めの投入と

なりました。真斗が同点にしてくれて気が楽

になり、得点もいいクロスを触るだけだった

ので相当ツイてるないう感じです。前期は僕

が試合に出て負けてしまったので、リベンジ

できて良かったです。」

YUTA YAMASHITA  13

1-0
0-01 0京都大学 天理大学

1-0
2-23 2京都大学 大谷大学
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※追手門学院大学・大阪国際大学は二部リーグへ自動昇格

　和歌山大学・大谷大学・神戸国際大学は四部リーグへ自動降格

RESULTS 2022 シーズン

順位 大学 勝 負 分 得点 失点 得失点差 勝点

1 追手門学院大学 18 3 1 75 20 55 55

2 大阪国際大学 16 3 3 67 20 47 51

3 芦屋大学 14 6 2 75 30 45 44

4 天理大学 13 6 3 53 26 27 42

5 姫路獨協大学 12 5 5 56 26 30 41

6 京都大学 12 7 3 53 28 25 39

7 大阪公立大学 11 8 3 55 27 28 36

8 摂南大学 8 12 2 40 47 -7 26

9 桃山学院教育大学 8 13 1 33 64 -31 25

10 和歌山大学 4 18 0 22 70 -48 12

11 大谷大学 3 19 0 15 95 -80 9

12 神戸国際大学 1 20 1 21 112 -91 4

各試合の戦評・ハイライトは

こちらのＱＲコードより

ご覧ください。
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～ Season Review ～

2022　I リーグ

第一節

京都大学 京都産業大学
Ⅰ３

0    4

得点

0-2

0-2

第二節

京都大学 桃山学院大学
Ｂ１

3　  ６

得点

45’ 松岡　48’ 北川　57’ 北川

1-3

2-3

第三節

大阪学院大学
Ⅳ

第四節

第五節 第七節第六節 第八節

第九節 第十節 第十一節

～ Pick Up Player ～
　#78 鬼頭　幸

　今期の I リーグでは３得点を挙げ、素早い裏抜けと力強い

シュートを武器に京大の攻撃の一端を担う選手に成長した。

特に、第十一節のびわこ成蹊スポーツ大学Ｕ-１９Ｃ戦では

56 分に途中出場し、87 分に値千金の先制点を挙げてチーム

を勝利に導いた。今後も彼のゴールへの執念とゴールパ

フォーマンスから目が離せない。

～ Pick Up Player ～
#20 木本　晴仁

　１回生ながら今期の I リーグの多くの試合でスタメン出場

を果たし、早くから京大の DF の中心的存在として活躍した。

第四節の龍谷大学戦では試合を通してチームを鼓舞し続け、

42 分には同点弾となるゴールをきめる活躍を見せた。

力強いコーチングと安定感のあるプレーでチームを引っ張る

彼の今後の活躍に要注目である。

～ Pick Up Match ～

京都大学 大阪国際大学Ｂ

3    0

得点　41’ 北川　45+1’ 北川　87’ 鬼頭　

　前半キックオフ。4 分、左サイドでボールを受けた小林が裏に抜けた阿久津にパスを

出し、阿久津が左サイドを突破。クロスを上げるも、シュートには至らず。16 分、中

央でボールを奪った小林が北川にパスを出し、北川と相手ＧＫの一対一となるが、北川

の放ったシュートはセーブされ、先制点とはならず。22分、相手のミスからボールを奪っ

た北川が相手をかわしてシュートを放つも、これは枠をとらえず。34 分、中央でボー

ルを奪った北川が相手をかわしてシュートを放つもこれは相手ＧＫにセーブされる。41

分、相手のＰＡ内で相手ＤＦのミスからボールを奪った北川がシュート。これは相手Ｇ

Ｋにセーブされるもこぼれ球を北川がゴールに流し込み、ゴール。京大が先制点を挙げ

る。（１－０）46 分、またも中央でボールを受けた北川が相手ＤＦをかわし、シュート。

これがゴールとなり、京大が追加点を挙げる。（２－０）

　後半キックオフ。5 分、相手ＤＦから裏へ大きくパスを出され、トラップした相手Ｆ

Ｗがシュートを放つもこれは枠をとらえず。56 分、ＣＫからカウンターを受け、右サイ

ドを縦突破した相手から左サイドのフリーな選手にパスを出されるも相手はシュートを

打てず、ピンチを凌ぐ。64 分、追加点が欲しい京大は森橋、山下に代えて鬼頭、寺迫

を投入する。77 分、城越に代えて高嶋を投入し、守備の強化を図る。

　80 分に小林に代えて加藤を投入し、追加点を狙う。87 分、左サイドから宮尾のロン

グパスに反応した鬼頭が相手ＧＫをかわし、無人のゴールへボールを流し込み、これが

追加点となる。（３－０） 91 分に野村に代えて弓削を投入し、試合を決めにかかる。

　その後は安定した試合運びを見せ、３－０で京大の勝利となった。

松島

宮尾

宮本 瀧田

城越

阿久津野村

小林 森橋

北川 山下

～ Pick Up Match ～

びわこ成蹊スポーツ大学
Ｕ-１９Ｃ

　前半キックオフ。4 分、こぼれ球を相手に拾われ左サイドで相手ＦＷと宮田の一対一

になるも、宮田がセーブ。8 分、相手のテンポのいいカウンター攻撃でまたも相手ＦＷ

と宮田の一対一となるもこれも宮田がセーブ。20 分、右サイドを縦に突破した木本が

森橋にパス。パスを受けた森橋が宮尾に落とし、宮尾がシュートを放つも、相手ＧＫ

にセーブされる。39 分、フィールド中央でボールを奪われ、シュートを放たれるも、

これは枠をとらえず。その後も一進一退の攻防が続くが、大きなチャンスを作ること

ができず、前半終了。

　後半キックオフ。47 分、相手のミスからボールを奪った森橋が相手をかわし左足で

シュート打つも、これはポストに阻まれ、得点とはならず。54 分、左サイドを突破され、

相手ＦＷが相手ＭＦに落としたボールからクロスを上げられるも宮田が落ち着いて

キャッチ。56 分、先制点が欲しい京大は小原に代えて鬼頭を投入する。60 分、寺迫か

ら左サイドの裏でボールを受けた鬼頭がシュートを放つもこれは枠をとらえず。71 分、

さらに寺迫に代えて武田を投入する。77 分に田中信に代えて高嶋、79 分に森橋に代え

て古家を投入し、攻撃陣の活性化を図る。82 分、相手からボールを奪った鬼頭から武

田につなぎ、サイドを突破した武田がクロスを上げるもこれはクリアされる。直後の

ＣＫで宮尾のセンタリングに武田が頭で合わすも、これは枠をとらえず。87 分、左サ

イドで弓削がファウルを受け、ＦＫのチャンス。キッカー宮尾が左足でまいたボールを

供給し、鬼頭が頭で合わせ、ゴール。（１－０）京大が先制点を挙げる。直後に木本に

代えて田端を投入し、試合を決めにかかる。91 分、相手の右サイドバックから裏に大

きく蹴りこまれ、トラップした相手ＦＷと宮田の一対一のピンチとなるが、相手の

シュートは枠をとらえず、同点弾とはならず。

　その後はセーフティに試合を運び、試合終了。１－０で京大の勝利となった。

宮田

宮本

田中信 瀧田

木本

土地

弓削

宮尾 寺迫
小原

森橋

松島　高嶋　船木　田端　鬼頭　武田

古家

第十一節 びわこ成蹊スポーツ大学Ｕ-19Ｃ戦 9 月 10 日 16:15 kickoff

第七節 大阪国際大学Ｂ戦 7 月 16 日 18:00 kickoff

2-0

1-0

佐野　高嶋　當銘　加藤　小原　寺迫

弓削　鬼頭　古家

Substitutes

Substitutes

京都大学
得点　87’ 鬼頭

0-0

1-01    0

1    51-2

0-3

1-1

0-4
1    5

京都大学 京都大学

得点

45+4’小林

龍谷大学

得点

42’木本

1    2 0    2 3    0 1    5
0-1

1-1

0-1

0-1

2-0

1-0

0-1

1-4
京都大学 京都大学 京都大学 京都大学

京都大学 京都大学 京都大学

得点

85’鬼頭

得点

得点 得点

41’北川 45+1’北川 87’鬼頭

得点

74’寺迫

大阪経済大学
Ⅱ

大阪国際大学
Ｂ

同志社大学
Ⅳ

びわこ成蹊
スポーツ大学

Ⅰ４

0-0

0-1

0-0

0-1

0-0

1-00    1 0    1 1    0
立命館大学

Ⅲ

びわこ成蹊
スポーツ大学
Ｕ-１９Ｃ

得点 得点

87’鬼頭

京都先端科学大学

↓本人からのコメント

「今シーズンは多くの試合に出させてもらい、とても良い経

験を積ませていただきました。しかし、I リーグ、学生リー

グともに個人として結果を残せなかったので来シーズンは必

ず結果を残したいと思います。」

↓本人からのコメント

　「今シーズンの I リーグでは自分を含め、全員が成長してい

ることを実感しながら試合を重ねられたので非常に有意義な

シーズンになったと思います。来シーズン以降も貪欲にゴー

ルを狙う姿勢を崩さずに得点を重ねていきたいと思います。」
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予選第 1節  2 月 22 日 ( 火 ) vs 京都橘大学

1 10-1
1-0

90’ 相川

7 01-0
6-0

予選第 2節  3 月 2 日 ( 水 ) vs 京都外国語大学

27’ 相川

54’ 相川

62’ 久保

66’ 井ノ上

80’ 久保

89’ ＯＧ

90+1’  津田

1 20-1
1-1

準々決勝  3 月 17 日 ( 木 ) vs 龍谷大学

90’ 井ノ上

12 07-0
5-0

予選第 3節  3 月 9 日 ( 水 ) vs 佛教大学

15’ 相川

28’ 橋本

35’ 津田

41’ 井ノ上

43 田中啓

45’ 橋本

47’ 橋本

48’ 田中啓

64’ 久保

75’ 寺迫

84’ 相川

90+4’ 谷

2 回戦  6 月 25 日 ( 土 ) vs 神戸国際大学

3 22-2
1-0

29’ 田中啓

83’ 相川

88’ 斎藤

3 回戦  7 月 2 日 ( 土 ) vs 関西学院大学

0 20-0
0-2

Q. 京都選手権で印象に残った試合は？

INTERVIEW
Q. 関西選手権で印象に残った試合は？

INTERVIEW

都
選
手
権

京西
選
手
権

関

　関西選手権で印象に残った試合は、関西学院大学との試合です。関西学生リー

グ一部の中でもトップの実力を持つ関学には、やはり大きな力の差を感じました。

しかし、終始攻められる展開が続いたものの、90＋２分までは何とか無失点に抑

えることができました。結局、試合はアディショナルタイムの２失点で負けてし

まいましたが、格上の相手に対して、5バックで引いて組織的に守りきるという

戦い方には少し可能性を感じられた試合だったと思います。個人的には、この１

試合を通して最後まで走り切ることができず、試合終盤には足がつってしまった

ことが悔しい点でした。2023 シーズンは、格上相手にも最後までアグレッシブに

闘えるような身体作り、またチームとしては、攻撃のオプションを少しでも増や

して、ジャイアントキリングを起こしたいと思います。

●松本光擁

３回生プレーヤー（市立西宮高校出身）

常に冷静な判断と素晴らしく綺麗なパスで、攻守においてチームに貢献した。

　今年度の京都選手権で特に印象に残った試合は２試合あります。予選リー

グ第三節の佛教大学戦と決勝トーナメント一回戦の龍谷大学戦です。佛大戦

では、一位で予選リーグ突破のために得点を多くとる必要がありました。普

段のリーグ戦とは少し異なる戦いになりましたが、無事に目標通り得点でき、

一位突破を決めることができました。逆に龍谷大戦では、格上の相手に対し

て厳しい戦いになることが予想されました。実際に１—２で敗れましたが、

スコア以上の実力差を感じ、悔しい結果となりました。様々なレベルの相手

と戦うことができる京都選手権ならではの経験となりました。

●相川悠真

4 回生プレーヤー　（國學院久我山高校出身）

柔らかいボールタッチと鋭いシュートを武器に京都選手権で得点を量産した。
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啓

VS

　 ＤＦ
帝塚山高校

AKIHISA HIOKI
AKIHISA HIOKI

日
置　

晃
久

日
置　

晃
久

宮
田　

大
輔

宮
田　

大
輔

DAISUKE M
IYATA

DAISUKE M
IYATA

　 ＧＫ
姫路西高校

新人戦
第三節 8月 3日 (水 ) 

　　17:00 kick off

京都大学 近畿大学

VS

０ ５０－１

０－４

第二節 7 月 30 日 ( 土 )

　　17:00 kick off

京都大学 大阪学院
　大学

VS

０ ３０－０

０－３

０－２

１－３

72’ 吉村

VS

第一節 7 月 9 日 ( 土 ) 

　　16:00 kick off

５

大阪商業
　大学

１

京都大学

（松島 日置 宮本 城越 加藤 阿久津 野村 八軒 森橋）

寺迫 斎藤
井ノ上

谷 橋本
笹川

久保

森山 田中

山本

高橋

啓

０| |２０－０
０－２

2022/2/19  11:00 kick off 大阪大学吹田グラウンド

大阪大学ー京都大学定期戦

京都大学ー同志社大学定期戦

高橋

（宮田 野村 弓削 小林 北川 城越 森橋 宮本 阿久津）

０| |４

2022/8/27  13:15 kick off 京都大学宇治グラウンド

久保 斎藤
橋本

松岡 山下
谷

北村

松本 田中

山本

啓

０－０
０－４

Pick Up Player

（４回生　笹川 拓人）

お隣、大阪大学との試合

ということで、モチベー

ションは高めでした。個

人的にはボールも触れて、

ここぞという場面で体を

張れたと思います。体調

も良かったです。しかし、

チームとしては、大阪大

学の方が上手く戦ってい

たなという印象です。明

確な方針をもってサッ

カーをしていることが伝

わってきました。こんな

んじゃ京大サッカー部だ

めだな、そう感じる試合

でした。

Pick Up Player

Pick Up Player

定期戦

14

　Ｉリーグや新人戦で、数多くの好セーブ
でチームの失点を防いできた期待の新星。
新人戦では副将としてチームを鼓舞し、牽
引した。

　「新人戦はレベルの高い相手との試合が
多く、プレースピードや技術の差など、自
分たちに足りない部分にたくさん気づかさ
れた大会でした。　また、試合のための準
備が甘かったことなど、大学生活でのサッ
カーへの取り組み方を考え直すいい機会に
なりました。」

　チームのムードメーカーであり、誰より
も熱い心を持つ。彼は、チーム全員から
絶大な信頼を得て新人戦の主将となりチー
ムを牽引した。

　「新人戦は、１、２回生で挑む大会であり、
先発メンバーや交代まで自分たちで考える
という大学に入って初めての経験をしまし
た。結果としては、上位リーグのチームに
強さや巧さで圧倒されてしまいましたが、
この経験をこれからどう生かすかが大事だ
と思っています。」（ＯＢ Ｒ５卒　山本 耕平）

　結果は０－４の完敗で

したが、前半は良い守備

からのカウンターでチャ

ンスを作ることができ、

手応えを感じる部分もあ

りました。一方、後半は

ビルトアップのミスから

失点を重ねてしまい、課

題がはっきりしたのと同

時に、関西一部の相手と

の力の差を痛感させられ

ました。個人的にも、球

際や守備の連携では通用

する部分もありました

が、運動量やボールコン

トロールなどで相手との

大きな差を感じる試合で

した。



双
青
戦
～
誇
り
高
き
青
の
闘
い
～

一軍戦

二軍戦

三軍戦

2-2

1-2

3-3

50’　北村

30’ 北川

2’鬼頭

3 年ぶりの開催　～新たな双青戦への挑戦～

双青戦カップ

進学相談会

京大のサッカーサークル７つと東大ア式スタッ

フチームの計８チームによるトーナメント方式

の大会を主催。

大会スポンサー

スタジアムグルメ

両部員の出身チームや京都にゆかりのある地元の

小学生サッカー少年団 6チームを招待し、大会を

運営。1軍戦の応援にも駆けつけてくれた。

京大カップ

地域で活動を行っているキッチンカーに来ていただき、たくさ

んの来場者のお腹と心を満たしていただいた。

武蔵コーポレーション株式会社様、株式会社

フィールドマネージメント様、白潟総合研究所

株式会社様の 3社のスポンサーによる共同開催

を実現した。

来場してくれた中高生向けに、進学相

談会ブースを設置。今大会ではあまり

成果をあげられなかったが、今後の伸

び代に期待したい。

　
　

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
伝
統
の
一
戦
で
あ
る
双

青
戦
は
、
多
く
の
観
客
が
訪
れ
る
中
、
た
け
び
し
ス
タ

ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
。
素
晴
ら
し
い
天
気
と
良
好
な

ピ
ッ
チ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
キ
ッ
ク
オ
フ
。

、

ロ
ン
グ
ボ
ー
ル
を
入
れ
ら
れ
ゴ
ー
ル

前
で
の
混
戦
か
ら
シ
ュ
ー
ト
を
放
た

れ
、
追
い
つ
か
れ
る

(

２
ー
２

)

。
78

分
に
は
、
ボ
ー
ル
を
奪
っ
た
橋
本
が

相
手
Ｇ
Ｋ
の
頭
上
を
越
え
る
ロ
ン
グ

シ
ュ
ー
ト
を
放
つ
も
、
枠
を
外
れ
る
。

勝
ち
越
し
た
い
京
大
は
、
79
分
に
橋

本
に
代
え
て
、
北
川
を
投
入
す
る
。

85
分
に
は
、
自
陣
で
ボ
ー
ル
を
奪
っ

た
北
川
が
持
ち
運
び
、
そ
の
ま
ま

シ
ュ
ー
ト
を
打
つ
が
惜
し
く
も
ポ
ス

ト
右
に
外
れ
る
。
そ
の
後
も
両
チ
ー

ム
決
定
機
を
作
る
も
得
点
に
は
繋
が

ら
ず
、
試
合
終
了
。

　

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
伝
統
の

一
戦
は
白
熱
し
た
試
合
と
な
り
、
引

き
分
け
で
幕
を
閉
じ
た
。

67’　橋本

24’鬼頭
81’鬼頭

３
補助競技場にて開催

　

双
青
戦
を
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
に
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
両
チ
ー
ム
の
中
に
起
こ
り
、
共
同
の
連
絡
ツ
ー
ル
を
用
い

て
、
本
格
的
に
企
画
が
動
き
始
め
た
２
０
２
０
年
の
夏
。
そ
れ

以
降
、
幾
度
と
な
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、

二
度
に
及
ぶ
延
期
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
辛
酸
を
嘗
め
、
そ
れ

で
も
諦
め
ず
に
挑
戦
し
続
け
、
つ
い
に
２
０
２
２
年
８
月
６
日

と
７
日
、
た
け
び
し
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
２
日
に
わ
た
る
開
催
が

実
現
し
た
。

　

多
く
の
人
々
を
魅
了
す
る
大
会
に
し
た
い
。
そ
の
想
い
を
乗

せ
て
、
様
々
な
企
画
を
実
現
し
た
実
り
あ
る
大
会
で
あ
っ
た
。

開
催
に
あ
た
り
尽
力
し
て
く
れ
た
両
チ
ー
ム
の
部
員
な
ら
び
に

関
係
者
各
位
に
は
感
謝
を
述
べ
た
い
。
今
後
、
双
青
戦
の
さ
ら

な
る
発
展
を
見
せ
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

ず
っ
と
こ
の
時
を
待
っ
て
い
た
。

ず
　

３
年
と
い
う
長
い
期
間
を
経
て
、
よ
う
や
く
開
催
に
こ
ぎ
つ

け
た
第
71
回
双
青
戦
。

　

後
半
は
、
開
始
か
ら
日
置
に
代
え
て
山
本
を
投
入
、

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
変
更
し
て
、
巻
き
返
し
を
図
る
。

後
半
開
始
早
々
の
47
分
、
田
中
啓
の
ク
ロ
ス
か
ら
久
保

が
シ
ュ
ー
ト
を
放
つ
も
、
ク
ロ
ス
バ
ー
に
阻
ま
れ
る
。

そ
し
て
50
分
、
右
サ
イ
ド
山
本
の
ク
ロ
ス
か
ら
ゴ
ー
ル

前
で
混
戦
と
な
り
、
最
後
は
北
村
が
押
し
込
む
（
1
ー

1
）。
そ
の
後
は
、
ボ
ー
ル
を
奪
っ
て
か
ら
の
縦
に
速

い
カ
ウ
ン
タ
ー
で
相
手
ゴ
ー
ル
に
迫
っ
て
い
く
。
す
る

と
67
分
、
自
陣
で
ボ
ー
ル
を
奪
っ
た
谷
が
前
線
の
久
保

へ
ロ
ン
グ
フ
ィ
ー
ド
。
そ
れ
を
受
け
た
久
保
が
、
ゴ
ー

ル
前
ま
で
運
び
ク
ロ
ス
を
上
げ
る
と
、
橋
本
が
合
わ
せ

て
追
加
点
を
奪
う
（
２
ー
１
）。
し
か
し
直
後
の
70
分
、

　

立
ち
上
が
り
か
ら
、
両
チ
ー
ム
と
も
ロ
ン
グ
ボ
ー
ル

で
背
後
を
狙
い
チ
ャ
ン
ス
を
う
か
が
う
も
、
シ
ュ
ー
ト

ま
で
持
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ず
、
拮
抗
し
た
試
合
展

開
が
続
く
。
20
分
、
中
央
の
ス
ル
ー
パ
ス
か
ら
シ
ュ
ー

ト
を
放
た
れ
る
も
、
高
橋
が
セ
ー
ブ
。
そ
の
後
は
相
手

に
ボ
ー
ル
を
保
持
さ
れ
る
展
開
が
続
く
が
、
粘
り
強
い

守
備
で
チ
ャ
ン
ス
を
作
ら
せ
な
い
。
す
る
と
27
分
、
裏

に
抜
け
出
し
た
橋
本
が
上
げ
た
ク
ロ
ス
を
久
保
が
合
わ

せ
る
も
枠
に
は
い
か
な
い
。
そ
し
て
40
分
、
中
央
か
ら

フ
リ
ー
で
シ
ュ
ー
ト
を
放
た
れ
高
橋
が
セ
ー
ブ
す
る

も
、
こ
ぼ
れ
球
を
押
し
こ
ま
れ
、
先
制
点
を
許
し
て
し

ま
う
（
0
ー
1
）。
そ
の
後
も
劣
勢
が
続
く
が
、
な
ん

と
か
凌
ぎ
切
り
前
半
終
了
。



好
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
ま
し
た
が
、
続
く
二
節
大
国
大
戦
、

三
節
追
大
戦
と
連
敗
。
そ
の
後
四
連
勝
す
る
も
の
の
、

八
節
芦
屋
大
、
九
節
大
谷
大
、
十
節
天
理
大
と
連
敗
、

６
勝
０
分
５
敗
で
前
期
が
終
了
。
敗
れ
た
試
合
は
全
て

１
点
差
の
惜
敗
。
上
位
進
出
と
な
る
勝
負
ど
こ
ろ
の
試

合
を
全
て
落
と
す
。
あ
と
一
息
の
壁
が
越
え
ら
れ
ず
昇

格
は
苦
し
い
状
況
に
陥
っ
た
。

　

７
月
２
日
関
西
学
生
選
手
権
三
回
戦
。
昨
年
一
部
リ
ー

グ
優
勝
チ
ー
ム
関
学
大
と
対
戦
。
京
大
は
格
上
の
チ
ー

ム
に
対
し
て
守
備
的
な
戦
術
を
と
る
。
試
合
は
、
一
方

的
に
攻
め
ら
れ
る
想
定
通
り
の
試
合
展
開
。
こ
の
試
合
、

京
大
が
放
っ
た
シ
ュ
ー
ト
は
前
半
相
川
の
１
本
の
み
で

あ
っ
た
が
決
定
的
な
ゴ
ー
ル
チ
ャ
ン
ス
が
作
れ
た
。
王

集
中
力
が
素
晴
ら
し
い
。」
と
言
わ
れ
、
そ
の
点
は
大

い
に
成
長
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
怪
我
人
も
多
く
て
リ
ー
ド
し
な
が
ら
勝
ち
切
れ
な

い
試
合
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
格
上
チ
ー
ム

に
対
し
て
、
堅
い
守
備
で
粘
り
な
が
ら
少
な
い
チ
ャ
ン

ス
を
も
の
に
す
る
勝
負
強
さ
が
不
足
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
。

Q
．
２
０
２
３
シ
ー
ズ
ン
に
期
待
す
る
こ
と
は
何
で
す

か
？

　

２
０
２
２
シ
ー
ズ
ン
の
反
省
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
更

に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

得
点
力
の
ア
ッ
プ
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
と
シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
て
怪
我
人
を
減
ら
す
こ

と
も
大
事
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
個
々
人
が

自
分
の
課
題
や
目
標
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
練
習
時
か
ら
何
を
す
べ
き
か
を
真
剣
に
考
え
て

実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
上
で
チ
ー
ム
と
し

て
の
ま
と
ま
り
が
で
き
れ
ば
、
自
ず
と
結
果
が
つ
い
て

く
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

Q
．
部
員
に
向
け
て
一
言
お
願
い
し
ま
す
！

　

こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
部

活
動
や
私
生
活
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ど
の
チ
ー
ム
の
選
手
で
も
同
じ

条
件
で
す
。
ぜ
ひ
知
恵
を
絞
っ
て
、
自
分
の
目
標
を
達

成
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
目
標
を
数
値

化
す
る
こ
と
を
奨
め
ま
す
。
数
値
化
を
す
る
こ
と
で
そ

の
後
の
行
動
が
具
体
化
す
る
は
ず
で
す
。

　

こ
れ
は
今
後
の
人
生
に
も
役
に
立
ち
ま
す
。『
今
年

は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
と
る
』
と
い
う
ぼ
ん
や
り
と
し
た
目

標
で
は
な
く
、『
リ
ー
グ
戦
で
五
試
合
以
上
先
発
出
場

す
る
』
か
ら
『
春
の
京
都
選
手
権
で
３
点
以
上
ゴ
ー
ル

す
る
』、
そ
し
て
『
練
習
で
の
シ
ュ
ー
ト
の
確
率
を

80
％
以
上
に
す
る
』
と
い
う
よ
う
に
具
体
的
な
行
動
に

繋
げ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

者
関
学
を
終
了
間
際
ま
で
苦
し
め
た
が
結
果
は
０
ー
２

の
敗
戦
。
失
点
は
ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム
の
92
分
、

96
分
、
ス
タ
ミ
ナ
切
れ
で
集
中
力
が
切
れ
た
瞬
間
で

あ
っ
た
。
敗
れ
は
し
た
が
、
各
選
手
が
攻
守
に
お
い
て

如
何
に
プ
レ
イ
す
る
か
プ
ラ
ン
を
持
ち
、
自
信
を
持
っ

て
最
後
ま
で
や
り
通
せ
ば
格
上
の
チ
ー
ム
で
も
戦
え
る

事
が
証
明
で
き
た
試
合
で
あ
っ
た
。

　

9
月
11
日
後
期
開
幕
。
開
幕
戦
の
大
阪
公
立
大
戦
、

十
節
追
大
戦
で
は
敗
れ
た
が
、
後
期
は
二
節
以
降
チ
ー

ム
が
纏
ま
り
変
貌
。「
如
何
に
戦
う
か
プ
ラ
ン
を
持
ち
」、

よ
り
強
い
相
手
に
「
勝
ち
切
る
勝
負
強
さ
」
と
「
自
信
」

が
リ
ー
グ
戦
終
盤
に
き
て
よ
う
や
く
根
付
い
て
き
た
。

Ｑ
．
京
大
サ
ッ
カ
ー
部
を
指
導
し
て
二
年
。
京
大
サ
ッ

カ
ー
部
に
対
し
て
の
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

京
大
サ
ッ
カ
ー
部
の
練
習
は
、
テ
ス
ト
期
間
中
で

あ
っ
て
も
一
切
休
み
な
し
。
留
年
す
る
学
生
も
い
な
い
。

大
学
院
入
試
も
前
日
ま
で
練
習
し
て
合
格
し
て
い
る
。

ま
た
、
バ
イ
ト
も
や
り
適
度
に
遊
ん
で
い
る
。
他
大
学

の
学
生
と
の
違
い
は
、
京
大
入
学
の
た
め
、
受
験
勉
強

で
18
、
19
才
ま
で
の
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
量
が
極
端
に
不

足
し
て
い
る
点
。
こ
の
溝
を
如
何
に
埋
め
個
人
と
チ
ー

ム
を
成
長
さ
せ
勝
た
せ
る
の
が
指
導
者
の
使
命
と
心
得

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
２
０
２
３
シ
ー
ズ
ン
に
期
待
す
る
こ
と
は
何
で
す

か
？

　

優
勝
チ
ー
ム
の
選
手
は
怪
我
に
強
い
。
京
大
は
２
０

２
２
シ
ー
ズ
ン
怪
我
人
が
多
く
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
が
組

め
な
い
試
合
が
多
く
あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
２
回
生
の

成
長
に
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
２
０
２
３
シ
ー
ズ
ン
大

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
度
は
、
強
い

身
体
、
強
い
闘
志
、
試
合
の
流
れ
を
読
み
、
違
い
を
作

る
力
、
そ
し
て
、
色
々
な
状
況
の
中
で
瞬
時
に
良
い
判

断
が
で
き
る
よ
う
更
な
る
上
達
を
選
手
に
求
め
ま
す
。

Ｑ
．
京
大
サ
ッ
カ
ー
部
二
部
昇
格
に
向
け
て
一
言　

お

願
い
し
ま
す
！

　

目
標
は
リ
ー
グ
戦
全
勝
で
す
。

<

伊
藤
監
督>

Q 

．
２
０
２
２
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
っ
て
く
だ
さ
い
。

　　

前
後
期
通
算
で
12
勝
３
分
７
敗
、 

勝
点
39
、
総
得
点

53
、
失
点
26
、
12
チ
ー
ム
六
位
と
い
う
結
果
で
、
目
標

の
優
勝
、
二
部
昇
格
に
は
今
年
も
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

前
期
は
５
敗
し
た
も
の
の
全
て
１
点
差
、
後
期
は
２
敗

に
改
善
し
た
も
の
の
引
き
分
け
が
三
試
合
で
、
勝
点
を

伸
ば
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

複
数
の
対
戦
校
の
監
督
コ
ー
チ
か
ら
は
「
京
大
さ
ん

は
怖
い
存
在
で
し
た
。
何
故
な
ら
最
後
の
一
分
一
秒
ま

で
試
合
を
諦
め
ず
に
必
死
に
プ
レ
ー
し
て
く
る
姿
勢
・

<

堀
井
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ>

Ｑ
．  

２
０
２
２
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
っ
て
く
だ
さ
い
。　

　

４
月
10
日
関
西
学
生
サ
ッ
カ
ー
三
部
リ
ー
グ
開
幕
。
今

期
、
伊
藤
監
督
の
掲
げ
た
二
部
昇
格
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
勝

点
は
50
。
開
幕
試
合
、
大
阪
公
立
大
戦
は
２
ー
１
と
勝
ち
、

関係者 Interview
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ん
な
こ
と
も
で
き
る
の
か
！
」
と
思
う
よ
う

な
貴
重
な
経
験
を
た
く
さ
ん
さ
せ
て
も
ら
え

た
な
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
引
退
か
ら
三

年
ほ
ど
経
っ
て
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
練
習

風
景
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
部
員
と
話
し
た
時
間

な
ど
、日
常
の
こ
と
ば
か
り
で
す
。
サ
ッ
カ
ー

部
で
過
ご
し
た
時
間
の
全
て
が
私
に
と
っ
て

大
切
な
も
の
で
あ
り
、
今
の
自
分
を
作
っ
て

く
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

・
現
役
部
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

月
並
み
な
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本

気
に
な
っ
て
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
み
、
嬉
し

い
こ
と
も
苦
し
い
こ
と
も
一
緒
に
共
有
で
き

る
仲
間
が
い
る
四
年
間
は
、
本
当
に
か
け
が

え
の
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー

部
に
は
、
い
ろ
ん
な
部
員
が
い
て
そ
れ
ぞ
れ

が
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
て
、
上
手
く
い

か
な
い
時
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
、
そ
う
い
う
時
に
率
直
に
伝
え
合
い
、

助
け
合
え
る
関
係
で
あ
っ
て
ほ
し
い
な
と
思

い
ま
す
。
言
葉
に
し
な
い
と
伝
わ
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
、
と
い
う
の
は
、
私
が
部
活
生
活

で
身
に
染
み
て
感
じ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
後

悔
が
残
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
チ
ー
ム

と
し
て
は
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
愛
さ
れ
る

チ
ー
ム
に
な
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

同
時
に
、
や
は
り
結
果
に
こ
だ
わ
っ
て
、
勝

利
を
貪
欲
に
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
。
私
は

こ
の
チ
ー
ム
が
好
き
で
、
誇
り
に
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
ず
っ
と
応
援
し

て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

・
四
年
間
で
印
象
的
だ
っ
た
こ
と

　

試
合
で
言
う
と
、
２
０
１
８
年
の
京
都
選

手
権
の
三
位
決
定
戦
、
京
都
産
業
大
学
戦
で

す
。
京
都
産
業
大
学
は
、
私
が
１
回
生
の
時

（
２
０
１
６
年
）
に
新
人
戦
で
敗
れ
た
相
手

で
し
た
。
試
合
は
Ｐ
Ｋ
戦
ま
で
も
つ
れ
込
み
、

私
は
ピ
ッ
チ
サ
イ
ド
で
ビ
デ
オ
を
撮
り
な
が

ら
、
固
唾
を
飲
ん
で
見
守
っ
て
い
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
勝
利
が
決
ま
っ
た
瞬
間
に
沸

い
た
声
、
駆
け
寄
る
足
音
、
み
ん
な
の
表
情
、

そ
し
て
そ
れ
を
同
じ
部
員
と
し
て
一
緒
に
喜

べ
る
幸
せ
は
、
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
実

は
今
で
も
、
時
折
ビ
デ
オ
を
見
返
し
て
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ッ
チ
外
活
動
で
は
、
企
画
部
と
し
て

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
企
画
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
農
学
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ス
タ
ン
ド
が
お

客
さ
ん
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
の
を
見

た
時
は
、
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
で
動
画

を
流
す
、
グ
ッ
ズ
を
制
作
す
る
な
ど
、「
こ

1997.05.02 生まれ
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村上千理

終
的
に
は
リ
ー
グ
戦
に
も
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
非
常
に
苦
し
い
時
期
で

は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
時
期
に
諦
め
ず

に
努
力
を
続
け
た
こ
と
が
そ
の
後
の
自
分

の
た
め
に
な
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

・
現
役
部
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

サ
ッ
カ
ー
部
で
過
ご
す
四
年
間
は
楽
し

い
時
期
ば
か
り
で
は
な
く
、
苦
し
い
時
期

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
振
り
返
る

と
、
苦
し
い
時
期
の
頑
張
り
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
そ
の
あ
と
楽
し
い
時
期
を
過
ご

せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
苦
し
く
て
ど
う

し
よ
う
も
な
く
て
も
、
何
と
か
方
法
を
見

つ
け
て
自
分
な
り
に
も
が
く
。
す
ぐ
に
結

果
に
繋
が
ら
な
く
と
も
結
果
に
繋
が
る
と

信
じ
て
必
死
に
も
が
く
。
こ
れ
が
非
常
に

重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
ん
で
い
る
方

の
中
に
も
苦
し
い
時
期
を
過
ご
し
て
い
る

方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
か
も

が
く
こ
と
を
や
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
必

ず
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
も
が
い
た
先
に

明
る
い
未
来
が
待
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

そ
し
て
苦
し
い
時
期
を
乗
り
越
え
た
経
験

は
こ
の
先
も
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
は
ず

で
す
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
少
し
で
も
現

役
部
員
の
皆
さ
ん
の
力
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
応
援
し

て
お
り
ま
す
。

・
四
年
間
で
印
象
的
だ
っ
た
こ
と

　

１
回
生
の
後
期
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

新
人
戦
で
活
躍
し
た
同
期
が
Ａ
チ
ー
ム
で
躍

動
す
る
よ
う
に
な
り
、
他
の
同
期
も
Ｉ
リ
ー

グ
や
練
習
試
合
に
出
場
し
経
験
を
積
ん
で
い

る
中
で
、
自
分
は
紅
白
戦
す
ら
出
場
時
間
を

も
ら
え
な
い
と
い
う
非
常
に
苦
し
い
時
期
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
ア
ピ
ー
ル
す
る
チ
ャ

ン
ス
も
貰
え
な
い
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か

と
悩
む
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
こ
こ
で

立
ち
止
ま
っ
て
い
て
は
何
も
変
え
ら
れ
な
い

と
思
い
、
小
さ
く
と
も
行
動
を
起
こ
す
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。Ｂ
チ
ー
ム
の
誰
よ
り
も
早
く

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
向
か
い
筋
ト
レ
や
基
礎
練
習

に
励
み
ま
し
た
。
リ
ー
グ
戦
の
応
援
の
後
も

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
向
か
い
少
し
で
も
ボ
ー
ル
に

触
れ
る
時
間
を
作
り
ま
し
た
。
結
局
そ
の
シ
ー

ズ
ン
中
は
状
況
を
変
え
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
次
の
シ
ー
ズ
ン
以
降
は
徐
々

に
試
合
に
も
出
場
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
最
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横山舜
は
、「
主
体
性
」
や
「
当
事
者
意
識
」

な
ど
は
通
り
越
し
て
「
使
命
感
」
を

持
ち
、
命
を
使
っ
て
部
活
に
取
り
組

み
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
存
在
価
値
を

発
揮
し
た
自
負
が
あ
り
ま
す
。

・
現
役
部
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

京
都
大
学
と
い
う
環
境
に
お
い
て

も
、
学
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
踏
み

出
し
て
も
、
部
活
以
上
に
価
値
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
活
動
な
ん
て
、
い

く
ら
で
も
存
在
し
ま
す
。
部
活
な
ん

て
、
別
に
や
ら
な
く
た
っ
て
大
丈
夫

で
す
。
で
も
、
そ
れ
で
も
み
ん
な
は

Ｋ
Ｉ
Ｕ
を
選
ん
で
入
部
し
て
き
た
。

そ
こ
に
ど
ん
な
動
機
が
あ
り
ま
す
か
。

こ
れ
か
ら
Ｋ
Ｉ
Ｕ
で
何
を
成
し
遂
げ

た
い
で
す
か
。Ｋ
Ｉ
Ｕ
と
い
う
土
壌
を

使
っ
て
何
者
に
な
り
た
い
で
す
か
。

心
の
底
か
ら
湧
き
上
が
る
も
の
が
あ

り
ま
す
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
全
員

に
平
等
に
与
え
ら
れ
て
い
る
24
時
間

と
い
う
時
間
の
使
い
方
が
、
ひ
い
て

は
学
生
生
活
四
年
分
の
命
の
使
い
方

が
、変
わ
り
ま
す
。
京
大
生
だ
か
ら
と
、

制
限
を
設
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
じ
四
年
間
を
費
や
す
な
ら
、
恐
ろ

し
い
く
ら
い
高
い
Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ
を
掲
げ

て
、
狂
気
の
四
年
間
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。

・
四
年
間
で
印
象
的
だ
っ
た
こ
と

　

一
番
に
思
い
出
す
の
は
新
勧
隊
長

と
し
て
臨
ん
だ
３
回
生
の
時
の
新
勧

で
す
。
新
勧
で
は
、
初
対
面
の
年
下

に
向
け
て
組
織
の
魅
力
を
明
確
に
言

語
化
し
て
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
新
勧
の
顔
と
し
て
、Ｋ
Ｉ
Ｕ

に
つ
い
て
胸
を
張
っ
て
新
入
生
に
伝

え
ら
れ
る
こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
対
外
的
な
言
語
化
を
迫
ら

れ
て
初
め
て
、
自
分
が
Ｋ
Ｉ
Ｕ
に
全

く
魅
了
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自
分
の
中

に
根
源
的
な
動
機
が
何
も
無
い
こ
と

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
で
す
。
た

だ
、
こ
こ
で
自
分
が
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
さ
な
い
と
、
こ
の
先
も
こ
の
部

活
は
ず
っ
と
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
、Ｋ
Ｉ

Ｕ
に
憧
れ
て
入
部
し
て
く
る
未
来
の

部
員
に
絶
対
に
自
分
と
同
じ
よ
う
な

感
情
を
味
わ
わ
せ
て
は
い
け
な
い
、

と
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
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・
四
年
間
で
印
象
的
だ
っ
た
こ
と

　

怪
我
を
負
っ
て
し
ま
い
、
半
年

ほ
ど
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。
３
回
生
に
な
る
前
の

２
月
、
新
チ
ー
ム
が
始
動
し
て
ま

も
な
く
、
練
習
中
に
足
首
の
靭
帯

を
怪
我
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ス

タ
メ
ン
を
勝
ち
取
っ
て
い
く
同
期

の
姿
を
ピ
ッ
チ
の
外
か
ら
眺
め
る

し
か
な
か
っ
た
期
間
は
非
常
に
辛

く
、
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
何
も
し
な
い
ま
ま
、

た
だ
治
る
の
を
待
つ
の
は
あ
り
得

な
い
、
何
か
一
つ
で
も
い
い
か
ら

怪
我
す
る
前
よ
り
成
長
し
て
や
る

ん
だ
と
い
う
強
い
意
志
を
持
っ

て
、
可
能
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
か
、
復
帰
後
初
の
公
式
戦
、
後

期
リ
ー
グ
の
開
幕
戦
で
は
ス
タ
メ

ン
で
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、

ゴ
ー
ル
も
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
辛
い
期
間
が
長
か
っ
た
分
、

嬉
し
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

・
現
役
部
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
ら

こ
そ
、
怪
我
を
し
て
し
ま
っ
た
り
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
し
た
と

き
、
と
て
も
悩
む
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
そ
の
悩
み
、
壁
を
乗
り
越

え
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
結
果
や
人

間
的
成
長
が
待
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
自
分
を
奮
い
立
た
せ
た
り
、

仲
間
に
相
談
し
て
み
た
り
色
々
な

方
法
を
と
っ
て
、
の
ら
り
く
ら
り

壁
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
最
終
的
に
サ
ッ
カ
ー
部
に

入
っ
て
良
か
っ
た
、
楽
し
か
っ
た

と
い
え
る
よ
う
な
大
学
生
活
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
。
ご
活
躍
期
待
し

て
い
ま
す
。

1998.03.28 生まれ

工学部物理工学科卒業

藤田健吾
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主将

4回生

谷悠真

Main role
・最高責任者

　

遂
に
自
分
に
と
っ
て
大
学
サ
ッ
カ
ー
ラ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

る
。
人
生
に
お
け
る
苦
楽
を
共
に
過
ご
し
て
き
た
サ
ッ
カ
ー
と
も

あ
と
1
年
の
付
き
合
い
で
あ
る
。
今
ま
で
多
く
の
人
に
出
会
い
、

環
境
に
も
仲
間
に
も
恵
ま
れ
何
不
自
由
な
く
サ
ッ
カ
ー
を
続
け

て
こ
れ
た
。
こ
の
感
謝
を
一
つ
ず
つ
プ
レ
ー
で
返
し
て
い
き
た
い
。

　

副
将
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
肩
書
き
に
過
ぎ
な
い
。
今
ま
で
通

り
、
時
に
周
り
を
頼
り
、
時
に
周
り
に
助
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
、
仲
間
が
困
っ
て
い
る
時
、
チ
ー
ム
が
う
ま
く
い
か
な

い
時
に
は
、
少
し
だ
け
先
を
歩
き
チ
ー
ム
の
道
標
と
な
れ
れ
ば
と

思
う
。

　

シ
ー
ズ
ン
の
終
わ
り
を
笑
顔
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
自
分
の
持

て
る
全
て
を
尽
く
し
た
い
。

　　

「
副
将
」。
チ
ー
ム
の
中
で
少
し
大
き
な
肩
書
き
を
も
ら
っ

た
。
た
だ
、
も
ち
ろ
ん
肩
書
き
だ
け
で
済
ま
せ
る
訳
に
は
い

か
な
い
。
自
ら
チ
ー
ム
の
こ
と
を
考
え
、動
く
。
ピ
ッ
チ
内
で
、

も
ち
ろ
ん
外
で
も
、
こ
い
つ
な
ら
任
せ
ら
れ
る
と
信
頼
さ
れ

る
選
手
に
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

今
年
の
目
標
は
三
部
優
勝
で
あ
る
、
チ
ー
ム
で
一
丸
と
な
っ

て
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
全
力
で
献
身
的
な
プ
レ
ー
を
続
け

て
い
こ
う
と
思
う
。

　

京
大
サ
ッ
カ
ー
部
と
い
う
学
生
主
体
の
珍
し
い
環
境
で
自

ら
チ
ー
ム
の
こ
と
を
考
え
る
い
い
機
会
で
あ
り
、
い
い
経
験

が
で
き
る
と
感
じ
て
い
る
。
自
分
が
ど
れ
だ
け
ピ
ッ
チ
内
外

で
活
躍
で
き
る
か
ど
う
か
試
し
て
み
た
い
。
ま
た
、
一
選
手

と
し
て
も
勝
ち
に
貢
献
で
き
る
よ
う
常
に
前
進
し
て
い
き
た

い
。

副将

4回生

森山翔太

Main role
・主将と共にチームを先導する
・事業部の指揮

学内主務

3回生

田中信太郎

Main role
・大学や体育会との連携
・他の体育会団体との交渉

副将

3回生

日置晃久

Main role
・主将と共にチームを先導する
・下回生の視点を生かして主将に  
　意見する
・強化部の指揮

学外主務

3回生

松本光擁

Main role
・対外試合のセッティング
・チームとOB・OGや
  関西学生サッカーリーグ連盟と
  の連携
・チームスケジュールの管理

　

今
シ
ー
ズ
ン
学
内
主
務
を
務
め
ま
す
、
田
中
信
太
郎
で
す
。

　

大
学
の
体
育
会
に
属
し
て
い
る
以
上
大
学
や
他
の
部
活
と
の

連
携
は
不
可
欠
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
サ
ッ
カ
ー
部

の
窓
口
と
な
る
の
が
学
内
主
務
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
確
保
、

学
内
施
設
の
予
約
等
、
サ
ッ
カ
ー
部
に
サ
ッ
カ
ー
以
外
か
ら
も

支
え
て
い
く
立
場
と
な
っ
た
訳
で
す
。

　

部
活
動
を
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
役
割
で
あ
り
、
大
変

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
生
の
今
、

容
易
に
は
味
わ
え
な
い
貴
重
な
経
験
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
学
外
主
務
を
務
め
ま
す
、
松
本
光
擁
で
す
。

　

学
外
主
務
の
主
な
仕
事
は
、
他
大
学
や
学
生
サ
ッ
カ
ー
連

盟
、
O
B

・
O
G
の
皆
様
と
連
携
を
取
り
、
チ
ー
ム
の
運
営
・

試
合
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
調
整
す
る
こ
と
で
す
。
ま
だ

慣
れ
な
い
部
分
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
学
外
主
務
と

し
て
今
ま
で
以
上
に
責
任
感
を
持
っ
て
、
精
一
杯
や
り
遂
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
様
々
な

影
響
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
柔
軟
な
対
応
を
心
掛
け
、
チ
ー

ム
の
活
動
を
支
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

幹
部
紹
介

　

今
年
こ
そ
。
今
年
こ
そ
。
今
年
こ
そ…

手
が
届
き
そ
う
で
届
か
な
い
。
夢
破
れ
る
先
人
を
何
度
も
目

の
当
た
り
に
し
た
。

並
大
抵
の
努
力
で
は
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、 　

あ
の
喜
び
 
を
渇
望
す
る
声
が
止
ま
な
い
限
り
、

挑
戦
を
止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

幸
い
私
は
、
信
頼
の
お
け
る
45
人
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
、

挑
戦
を
支
え
て
く
れ
る
多
く
の
仲
間
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
幸
せ
を
噛
み
締

め
、
大
き
な
感
謝
を
胸
に
、
最
後
の
挑
戦
に
向
か
う
。

　

コ
ロ
ナ
が
明
け
、
大
勢
の
仲
間
が
集
ま
っ
た
青
い
ピ
ッ
チ

に
、「
三
部
優
勝
」「
二
部
昇
格
」
の　

あ
の
喜
び　

を
轟
か

せ
る
た
め
、

　

主
将
と
し
て
、
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
こ
こ
に
誓
う
。

“

”

“

”
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STAFFSTAFF 選手がサッカーに集中するために、欠かせない存在であるスタッフの仕事
内容を紹介。大きくはマネージャーとトレーナーに二分されますが、チー
ムのためにやりたいと思ったことには何でも挑戦できる環境があります。

スタッフも選手とともに勝利を目指して闘っています。

●テーピング・アイシング

●リハビリチームの統括

●応急処置

　痛みを少しでも緩和し、プレーに集中できるように、練習

前にテーピングを行う。また、怪我の悪化を防ぐためや、疲

労をためないために練習後にはアイシングを行う。

　日々の練習を注意深く観察し、表情や身体の動かし方に違

和感のあるプレーヤーに声をかけ怪我を予防する。また、練

習中に怪我人が出た場合は応急処置を行う。

　怪我で練習に参加できなくなったプレーヤーがスムーズに

練習に復帰し、怪我の再発をしないようにリハビリメニュー

の作成及び指導を行う。

●練習のサポ—ト

●試合中の写真撮影

●試合のサポ—ト

　練習メニューに沿った用具の準備や片付け、タイムキー

パーなどを行い、練習を円滑に進める補助をする。また、

チーム戦術や個々のプレーをプレーヤーが反省に活かせる

ように、紅白戦のビデオ撮影を行う。

　ベンチに入り、タイムキーパーや給水の準備をし、プレー

ヤーが万全の状態で試合に臨めるようにする。また、メン

バー表の提出、選手交代の手続きも行う。

　試合時にピッチの外から写真を撮影し、ＳＮＳに投稿する

ことでＯＢ・ＯＧや保護者の方々に、チームの様子を伝える。

他にも部署活動を通してチームを支えています。例えば．．． 外部からのサポ―ト

吉田敬史

2012 年よりトレーナーとして活動。リハビ

リクリニックでの指導やアスリートの筋力

スピード向上の指導を行っている。

2022 シーズンからＳ＆Ｃコーチと

して、練習前のアップの指揮やト

レーニングメニューの作成をして

いる。

羽尻壮平

平成医療学園専門学校柔道整復師科を卒業し、

医療資格として柔道整復師の資格を取得。

2014 年４月より、はじり整骨院を

開業。15 年以上にわたり、プレー

ヤーのケアやリハビリ、学生トレー

ナーへのテーピングやマッサージ

　　の指導をしている。

学生コーチ

　主にＢチームを担当し、練習の進行を

行ったり、試合で指揮をとったりする。

堀井美晴ＨＣと連携をとってチームを

指導し強化する。

スカウティング

　対戦する相手チームの特徴を、偵察ビ

デオを見て分析し、チームに共有する。

また、自分たちの試合や練習を振り返

り、反省をチーム全体に共有する。

画像・動画制作

　Twitter や Instagram 等のＳＮＳで使

う画像の編集や、企画動画・ハイライ

ト映像の編集を行う。

2425



組織図

総
務
班

学
外
主
務

学
内
主
務

会
計

首脳陣

事業部会 運営部会強化部会

ＨＣ＋コーチ陣

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
班

ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
班

メ
ニ
ュ
ー
班

フ
ァ
ミ
リ
ー
班

ス
ポ
ン
サ
ー
班

リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
班

広
報
班

企
画
班

出
版
班

副将 1 副将２ ＧＭ

フロント

主将・副将１・副将２

　スポンサー班は、2022 シーズンに新設された部署です。チーム強化のための資金獲得によるチーム貢

献を目的としています。私立大学とは異なり、どうしても潤沢に資金を使えず、資金面での強化に障害

が生じがちなので、その障害を少しでも減らすことができるよう活動しています。主な活動は、新規ス

ポンサーの獲得、既存のスポンサー企業様との交流と契約更新です。ただ資金獲得を目的とするのでは

なく、企業様にスポンサー契約を結んで良かったと思っていただけるような関係を結べるように活動し

ていきたいと考えています。

　企画班は、モチベーションビデオの作成や学生リーグのハイライトの作成を主に行っています。近年

新型コロナウイルス感染症の流行により開催が見送られていますが、決起集会や家族会といった部外の

人々・団体との関係構築も活動の一環としています。昨シーズンは、日頃支えてくれている家族に向け

て、感謝の気持ちを込めてはがきを送るという活動を行いました。ピッチ外から、部員のモチベーショ

ンを高めることでチームの勝利に貢献したいと考えています。

　企画班は、モチベーションビデオの作成や学生リーグのハイライトの作成を主に行っています。近年

新型コロナウイルス感染症の流行により開催が見送られていますが、決起集会や家族会といった部外の

人々・団体との関係構築も活動の一環としています。昨シーズンは、日頃支えてくれている家族に向け

て、感謝の気持ちを込めてはがきを送るという活動を行いました。ピッチ外から、部員のモチベーショ

ンを高めることでチームの勝利に貢献したいと考えています。

　総務班は部室やグラウンド周りの環境の整備に取り組んでいます。具体的には物品の管理と部

室の整頓・清掃です。用具の個数や状態を把握し、不足や破損があれば、修復したり新たに購入

したりして練習や試合、ピッチ外活動がスムーズに行える状態を整えます。また、物品の整理整

頓や部室掃除、年に一度の大掃除などを取りまとめます。プレイヤーがサッカーに集中できるよ

うな環境を作れるように活動していきたいと考えています。

　メニュー班はその名の通り、練習メニューを取り扱っています。日々の練習や試合で浮き彫り

になった課題を改善したり、中・長期的なテーマに基づいてチーム全体で共通認識を描けるよう

にしたりするために練習をデザインするのが仕事です。指導経験豊富な堀井ＨＣの力を借りなが

ら、部としての活動の中で最も長い時間を過ごす「練習」の意義を高めることでチームの強化に

直接的に働きかけていこうという考えのもと活動しています。

　京都大学サッカー部では、チームの運営・事業・強化に携わることができる部署制度を導

入しています。より多くの部員がチームに関心をもち、さらなるチーム強化に向け行動を起

こすという目的があります。

フロントでは、「京大サッカー部の競技力向上・価値向上」というミッションを掲げ、関連する部署と連携して従来の枠組み

を超えた活動を行います。2022シーズンはJ1京都サンガF.C.との共同イベントをサンガスタジアム by KYOCERAにて開催し、

全国紙に取り上げていただきました。今後も取り組みを継続しつつ、既存の部署活動をさらに向上・拡大するために各分野

のエキスパートの養成にも着手していく予定です。

　トレーニング班は、練習前・試合前のアップの指揮や練習後の筋トレのメニュー作成などを主

に担当しています。今シーズンも昨シーズンに引き続き、アップの時に元気よく指揮をとり、練

習や試合をより良いコンディションで迎えれるようにすることを目標としています。また、三部

優勝に向けて、日々の練習との兼ね合いを考えながら、筋トレメニューを作成し、チームに貢献

していきたいと考えています。

　出版班は、11 年前にイヤーブック制作を目的として設立されました。イヤーブック制作の目

的は、日頃から支援してくださっているＯＢ・ＯＧの皆様へ、１年間のサッカー部の活動を報告

すること、京大サッカー部の現状を記録し、未来へ伝えていくこと、サッカー部の情報を外部へ

発信していくことです。この活動を通じて、京大サッカー部により興味を持ってもらい、さらに

は将来のチームの戦力となりうる人材の獲得にもつなげていきたいと考えています。

　スカウティング班は、リーグ戦の対戦相手を分析して相手チームの情報を自チームに伝えると

いう仕事をしています。１回生が毎週偵察に行って撮ってきてくれたビデオを見て、相手チーム

の戦い方やプレイヤーの特徴、セットプレー等を分析します。この班の仕事は、チームの勝利を

大きく左右すると思うので、とてもやりがいのある仕事です。新シーズンからはチームを勝利に

導くため、これらに加えてさらに新しいことを始めていこうと考えています。

　広報班は、Twitter・Instagram・Facebook・YouTube といったＳＮＳの運用（40 頁参照）や、ホー

ムページの更新を通じて、京大サッカー部がより強く、多くの人に愛されるチームになるため

に活動しています。日頃からご支援いただいている方々に試合結果等の情報を迅速にご報告す

るだけでなく、京大サッカー部のことをよく知らない方々に向けたサッカー部の魅力の発信も

行っています。コロナ禍で部内のことが見えづらい状況が続いていますが、広報班の活動によっ

て、京大サッカー部を少しでも身近に感じてもらえればと思います。広報班

総務班

企画班

メニュー班

ファミリー班

トレーニング班

スカウティング班

リクルーティング班

スポンサー班

出版班

　リクルーティング班は、チームの戦力となる新たなチームメイトを呼び込むため、春に行われ

る新勧を担当しています。サッカー部の普段の活動を体感してもらう練習体験やグラウンドでの

イベント、またここ数年は感染症の流行に対応したオンライン説明会などを行っています。さら

に、新勧期以外の活動として、高校生に向けたリクルーティング試合の企画も行っています。未

来の京大生となる可能性を秘めた高校生に向けたアプローチも活動の一環です。チームの強化お

よび京大サッカー部という組織の拡大を目標として活動しています。

　ファミリー班は、今シーズンから新設された部署です。チーム内でポジションごとに各学年１

～２人ずつ、合計５人程度のファミリーと言われる班を作り、その運営を担当しています。戦術

面の情報共有や意見交換を行うだけでなく、学年の垣根を超えた交流をすることも目的としてい

ます。ファミリー制度を上手く運営し、個人やチームの目標を達成できるようにしていこうと考

えています。



京
大
を
目
指
し
た
理
由
は
？

俺
は
東
大
か
京
大
ど
っ
ち
か
っ
て
な
っ
て
、
電
車
通

学
が
無
理
だ
っ
た
か
ら
京
大
に
し
た
。
東
大
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
キ
ャ
ン
パ
ス
が
離
れ
て
て
、
毎
日
移
動
す

る
の
面
倒
だ
な
と
思
っ
て
。
ま
ぁ
東
大
か
京
大
ど
っ

ち
か
行
け
る
か
な
っ
て
な
っ
て
か
ら
だ
け
ど
ね
。

僕
も
そ
の
二
択
は
あ
り
ま
し
た
。
関
東
に
行
き
た
く

な
か
っ
た
の
で
、
京
大
に
し
ま
し
た
。

俺
は
東
大
と
か
考
え
て
な
か
っ
た
。
東
大
行
く
の
は

高
校
か
ら
一
人
二
人
と
か
で
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人

た
ち
し
か
行
か
な
い
み
た
い
な
感
じ
だ
っ
た
か
ら
、

行
く
っ
て
い
う
考
え
に
な
ら
な
か
っ
た
で
す
。
そ
れ

で
京
大
に
す
る
か
ー
っ
て
。

僕
は
浪
人
な
ん
で
す
け
ど
、
初
め
は
京
大
を
目
指
す

と
か
は
な
か
っ
た
で
す
。
と
に
か
く
勉
強
し
て
た
ら

京
大
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

か
っ
こ
い
い
（
笑
）

田
中

北
川

小
林

木
本

一
同

受
験
期
の
心
の
支
え
と
な
っ
た
も
の
は
？

ず
っ
と
友
達
と
一
緒
に
勉
強
し
て
た
。
そ
れ
が
勉
強

に
な
っ
て
た
か
わ
か
ん
な
い
け
ど
ね
（
笑
）
あ
と
、

友
達
と
一
緒
に
勉
強
し
て
た
複
合
施
設
に
映
画
館
が

あ
っ
た
の
。
映
画
は
二
時
間
で
終
わ
る
か
ら
ね
。

よ
く
そ
れ
で
合
格
し
ま
し
た
ね
（
笑
）

僕
が
通
っ
て
た
塾
の
自
習
室
は
高
三
の
夏
休
み
以
降

に
な
る
と
段
々
と
席
が
固
定
さ
れ
始
め
る
ん
で
す

よ
。
そ
こ
で
僕
は
、
東
大
に
合
格
し
た
子
、
医
学
部

に
合
格
し
た
子
と
並
ん
で
勉
強
し
て
て
、
自
習
室
な

の
で
喋
る
と
か
は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
お
互
い
意
識

し
な
が
ら
や
っ
て
ま
し
た
。

田
中

一
同

北
川

僕
は
週
１
の
ジ
ャ
ン
プ
が
心
の
支
え
で
し
た
。
ジ
ャ

ン
プ
だ
け
を
楽
し
み
に
し
て
ま
し
た
。

僕
は
食
べ
物
で
す
か
ね
。
勉
強
終
わ
っ
た
後
に
、
友

達
と
飯
行
こ
ー
み
た
い
な
。

僕
も
ご
飯
は
楽
し
み
だ
っ
た
か
も
。
休
憩
の
時
に

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
選
ぶ
の
と
か
！

お
前
ジ
ャ
ン
プ
だ
け
が
っ
て
言
っ
た
や
ん
！

な
ん
か
俺
こ
れ
を
支
え
に
頑
張
る
っ
て
無
理
な
の
か

も
。
こ
れ
を
楽
し
み
に
頑
張
る
っ
て
思
う
と
、
そ
っ

ち
の
方
に
意
識
が
向
い
ち
ゃ
う
か
ら
勉
強
に
集
中
で

き
な
い
ん
だ
よ
ね
。
勉
強
を
楽
し
み
に
勉
強
し
な
い

と
勉
強
で
き
な
い
。
わ
か
る
？

あ
ん
ま
わ
か
ん
な
い
っ
す
ね
（
笑
）

え
ー
で
も
途
中
か
ら
勉
強
楽
し
く
な
っ
て
こ
な
か
っ

た
？

そ
れ
は
わ
か
り
ま
す
。
嫌
い
じ
ゃ
な
か
っ
た
。

解
け
る
解
け
る
！
み
た
い
に
な
る
よ
ね
（
笑
）

木
本

小
林

木
本

小
林

田
中

一
同

田
中

一
同

田
中

北川拓実

３回生

工学部物理工学科

長田高校出身

現役

木本晴仁

２回生

工学部物理工学科

東山高校出身

浪人

小林周平

４回生

農学部応用生命科学科

茨木高校出身

浪人

田中啓史

ＯＢ　Ｒ５卒

法学部

藤枝東高校出身

現役

未来の部員に向けて

受
験
期
の
勉
強
方
法
や

　
　
　
　
　
　

一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

僕
は
現
役
の
時
は
ず
っ
と
サ
ッ
カ
ー
し
か
や
っ
て
な

く
て
、
逆
に
浪
人
し
て
か
ら
は
一
切
サ
ッ
カ
ー
せ
ず

に
ず
っ
と
予
備
校
に
行
っ
て
ま
し
た
。
一
生
勉
強
し

て
た
っ
て
感
じ
で
す
ね
。

僕
も
同
じ
で
す
ね
。

僕
は
引
退
す
る
ま
で
は
、
部
活
行
っ
て
か
ら
授
業
み

た
い
な
感
じ
で
し
た
。
夏
休
み
と
か
は
練
習
が
朝

木
本

小
林

北
川

だ
っ
た
の
で
、
朝
練
習
し
て
昼
か
ら
塾
に
行
っ
て
ま

し
た
。
引
退
し
て
か
ら
は
、
朝
か
ら
夜
ま
で
勉
強
し

て
ま
し
た
ね
。

な
ん
か
受
験
勉
強
っ
て
代
わ
り
映
え
し
な
い
か
ら
難

し
い
よ
ね
。

僕
は
自
分
で
何
や
る
か
考
え
る
と
か
は
し
な
く
て
、

四
谷
学
院
に
通
っ
て
た
の
で
、
塾
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
則
っ
て
や
っ
て
ま
し
た
。
ず
っ
と
予
備
校
に
言
わ

れ
た
こ
と
を
や
っ
て
ま
し
た
。

え
、
じ
ゃ
あ
広
告
載
っ
て
た
？

電
車
と
か
は
ビ
ジ
ュ
が
あ
れ
な
ん
で
・
・
・
新
聞
と

か
は
載
っ
て
ま
し
た
よ
！ 

俺
は
結
構
過
去
問
を
解
い
て
た
か
な
。

僕
も
英
語
以
外
は
夏
休
み
か
ら
過
去
問
解
い
て
ま
し

た
。

田
中

木
本

一
同

木
本

田
中

北
川

撮影裏話

田中に来シーズンの目標を聞かれ、「リーグ戦にスタメ

ンで出場すること」と答えた三人。「試合に出るのはも

ちろんだけど、三人には勝たせることのできる選手に

なってほしい。そういう選手が多くなればチームは強

くなると思う。」という元主将・田中からの言葉を真剣

な眼差しで聞いていました !
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サ
ッ
カ
ー
部
に
入
部
し
た
理
由
は
？

な
ん
で
「
京
大
で
」
っ
て
話
に
な
る
ん
だ
け
ど
、

中
高
の
同
期
と
か
自
分
が
関
わ
っ
た
人
が
結
構
関

西
に
い
た
こ
と
。
俺
は
中
高
で
あ
ま
り
振
る
わ
な

か
っ
た
か
ら
、
そ
の
人
た
ち
と
試
合
を
し
て
勝
ち

た
か
っ
た
。
あ
と
、
関
西
は
一
部
と
三
部
の
差
が

あ
ま
り
大
き
く
な
い
か
ら
、
関
西
リ
ー
グ
が
い
い

な
と
思
っ
て
た
。
な
ん
で
部
活
に
入
っ
た
か
は
、

夏
で
高
校
の
部
活
を
引
退
し
て
選
手
権
を
見
て
る

と
き
に
、
や
っ
ぱ
り
サ
ッ
カ
ー
や
り
た
い
な
っ
て

思
っ
た
か
ら
。

僕
も
高
校
で
全
然
結
果
で
な
く
て
悔
し
か
っ
た
か

ら
。
最
初
サ
ー
ク
ル
入
ろ
う
か
な
と
も
思
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
せ
っ
か
く
四
年
間
あ
る
の
で
真
剣
に

サ
ッ
カ
ー
や
ろ
う
と
思
っ
て
部
活
に
し
ま
し
た
。

僕
は
合
格
後
に
は
入
部
を
決
め
て
ま
し
た
。
高
校

で
も
選
手
権
ま
で
残
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
結
局
格

上
相
手
に
勝
つ
と
か
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
本

気
で
や
っ
て
格
上
相
手
に
勝
っ
た
り
し
た
い
な
と

思
っ
て
入
り
ま
し
た
。

僕
は
途
中
入
部
な
の
で
（
小
林
は
３
回
生
の
時
に

フ
ッ
ト
サ
ル
部
か
ら
転
部
）、
サ
ッ
カ
ー
や
っ
て
な

か
っ
た
期
間
に
や
り
た
い
な
と
思
っ
た
の
が
強
い

で
す
。
あ
と
は
、
高
校
の
同
期
が
他
の
大
学
の
サ
ッ

カ
ー
部
で
結
構
や
っ
て
て
、
そ
れ
に
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。

な
ん
で
初
め
フ
ッ
ト
サ
ル
部
選
ん
だ
の
？

僕
ら
の
時
コ
ロ
ナ
で
新
勧
が
な
く
て
、
10
月
く
ら

い
ま
で
何
も
や
っ
て
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

田
中

木
本

北
川

小
林

田
中

小
林

フ
ッ
ト
サ
ル
部
に
入
っ
て
い
た
学
部
の
友
達
に
誘
わ

れ
ま
し
た
。

“道標”

田中啓史

人生に訪れる様々な局面。その瞬

間、いつも側にあったサッカー。

同時にあまりに困難で、振り向い

てくれぬ存在。叶わずとも、手が

届かぬとも、確かにそこにあり僕

を導いてくれたもの。

僕にとってサッカーとは

“自分を作って
　きたもの”

小林周平

自分の今の考え方はサッカーを通

してできた環境で形成されたもの

だと思う。当たり前だが、サッカー

をしていなかったら全く違う人間

になっていたはずだ。そういう意

味でサッカーは自分の根幹にある

ものだと思う。

僕にとってサッカーとは

“なくてはなら
ないもの”

木本晴仁

僕は小中高とずっとサッカーを

やってきた。高校を卒業して浪人

が決まり、１年間全くサッカーを

せずに過ごした。浪人期にサッ

カーをやらなかったからこそサッ

カーはなくてはならないものだと

気づいた。

僕にとってサッカーとは

“相棒”

北川拓実

幼稚園の頃から今までサッカーの

ない生活は一度も過ごしていな

い。どこへ行くにもサッカーと共

に過ごした。それがなぜなのか考

えると難しい。一つの明確な理由

はなく、いつも隣にいる。サッカー

はそんな相棒だと思う。

僕にとってサッカーとは

未
来
の
部
員
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

俺
は
も
う
引
退
し
た
し
、
結
果
を
見
て
楽
し
み
に
し

て
る
だ
け
だ
か
ら
。
今
の
部
員
に
も
、
未
来
の
部
員

に
も
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

大
学
で
本
気
で
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と
に
し
か
な
い

良
さ
が
あ
る
と
思
う
。
大
学
で
や
っ
て
る
か
ら
こ
そ
、

み
ん
な
熱
い
み
た
い
な
。
そ
れ
を
京
大
サ
ッ
カ
ー
部

に
入
っ
て
経
験
し
て
も
ら
え
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
思
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
本
気
で
や
り
た
い
人
を
待
っ
て
ま
す
！
一

緒
に
二
部
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

・
・
・
難
し
い
（
笑
）

こ
れ
だ
け
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
が
集
ま
っ
て

も
二
部
に
昇
格
で
き
て
な
い
の
は
、
ま
だ
ま
だ
足
り

な
い
部
分
が
あ
る
か
ら
で
、
現
役
部
員
が
成
長
し
て

い
く
と
と
も
に
、
新
入
部
員
の
力
を
必
要
と
し
て
い

ま
す
。
一
緒
に
よ
り
チ
ー
ム
を
強
く
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

み
ん
な
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
色
々
な
人
に
支
え
ら

れ
て
部
活
が
で
き
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
々

に
対
し
て
責
任
を
負
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
部
員
に
は

あ
る
。
態
度
と
か
姿
勢
で
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
な

過
ご
し
方
を
し
て
、
総
合
的
に
魅
力
の
あ
る
組
織
に

し
て
い
っ
て
く
れ
た
ら
Ｏ
Ｂ
と
し
て
は
も
の
す
ご
く

嬉
し
い
か
な
。

田
中

小
林

木
本

北
川

田
中

京
大
サ
ッ
カ
ー
部
の
魅
力
は
？

周
平
は
フ
ッ
ト
サ
ル
部
と
サ
ッ
カ
ー
部
両
方
経
験
し

て
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
と
か
感
じ
て
る
ん

じ
ゃ
な
い
？

本
気
で
競
技
に
向
き
合
っ
て
る
人
が
多
い
の
は
サ
ッ

カ
ー
部
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。
逆
に
フ
ッ
ト
サ
ル
部

は
練
習
量
が
多
く
な
い
の
で
、
そ
の
分
他
の
こ
と
が

で
き
る
っ
て
い
う
良
さ
も
あ
り
ま
す
か
ね
。
一
応
週

５
な
ん
で
す
け
ど
、
授
業
が
か
ぶ
っ
た
り
し
て
大
体

週
３
か
ら
週
５
と
か
に
な
り
ま
す
。

な
る
ほ
ど
ね
。
サ
ッ
カ
ー
部
の
み
ん
な
は
本
当
に
真

摯
に
サ
ッ
カ
ー
に
向
き
合
う
よ
ね
。
み
ん
な
全
力
だ

か
ら
、
そ
の
中
で
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
や
れ
る
の
は
あ

り
が
た
い
よ
ね
。

高
校
ま
で
っ
て
と
り
あ
え
ず
何
か
し
ら
の
部
活
に
所

属
す
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
と
違
っ
て
大
学
は

自
分
で
選
ん
で
部
活
に
入
っ
て
る
の
で
、
そ
の
分
真

剣
に
取
り
組
む
人
が
多
い
っ
て
い
う
の
は
あ
り
ま
す

よ
ね
。

僕
は
部
活
入
っ
て
友
達
が
で
き
た
こ
と
が
あ
り
が
た

い
で
す
ね
。
授
業
以
外
は
本
当
に
毎
日
サ
ッ
カ
ー
部

の
人
と
い
ま
す
。
休
日
も
遊
ん
だ
り
す
る
し
。
サ
ッ

カ
ー
部
入
っ
て
な
か
っ
た
ら
、
も
う
少
し
大
学
生
活

面
白
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
な
っ
て
思
い
ま
す
。

１
、
２
回
生
は
な
お
さ
ら
学
科
の
人
と
の
関
わ
り
少

な
い
し
そ
う
な
り
が
ち
だ
よ
ね
。
部
活
入
る
と
、
気

合
う
人
が
見
つ
か
り
や
す
い
。

田
中

小
林

田
中

北
川

木
本

小
林

そ
う
で
す
ね
。
僕
は
京
大
生
と
あ
ん
ま
り
合
わ
な
い

だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
入
学
し
た
の
で
、
サ
ッ
カ
ー

や
っ
て
る
人
と
関
わ
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
っ
て
い
う

の
は
大
き
か
っ
た
で
す
。

ど
う
し
た
っ
て
多
く
の
時
間
を
共
有
す
る
か
ら
、
親

密
に
は
な
り
や
す
い
よ
ね
。
学
科
の
人
と
の
関
わ
り

は
自
分
か
ら
作
り
に
い
か
な
い
と
薄
く
な
っ
ち
ゃ

う
。

あ
と
は
、
緊
張
感
の
あ
る
試
合
に
出
れ
る
の
は
嬉
し

い
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
高
校
で
そ
う
い
う
試
合

が
終
わ
る
と
思
う
の
で
、
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
っ
て
週

末
に
そ
う
い
う
楽
し
み
が
あ
る
っ
て
い
う
の
は
嬉
し

い
で
す
。

そ
う
だ
ね
。
大
学
生
に
も
な
っ
て
ま
た
そ
れ
を
も
う

一
回
経
験
で
き
る
の
は
楽
し
い
し
ね
。
サ
ー
ク
ル
と

か
社
会
人
チ
ー
ム
行
っ
た
友
達
に
も
部
活
楽
し
そ

う
っ
て
よ
く
言
わ
れ
る
。
月
並
み
だ
け
ど
、
み
ん
な

嬉
し
か
っ
た
こ
と
と
か
悔
し
か
っ
た
こ
と
は
何
？

僕
は
リ
ー
グ
戦
で
点
決
め
た
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８４．４％
している

１５．６％
していない

アルバイト

飲食系 採点・添削コンビニ教育系

その他：スーパー、事務作業、デリバリーなど

18人 8人 5人 5人

８割以上の部員が、授業と部活
の合間を縫ってアルバイトをしてい
るようです。飲食系のアルバイト
が最も人気となっています。

3 年次 選手権まで
　　　　３１％
3年次 総体まで
　　　　５０％
それ以前
　　　　９.５％
高校ではしていない
　　　　９.５％

高校での引退時期

半数が総体で部活を引退し、
３割が選手権まで続けていた
ようです。その一方、
高校の時にはサッカーをして
いなかった部員も複数人います。

現役・浪人

現役浪人

３７．８％ ６２．２％

現役合格者のほうが多いという結
果になりました。とはいえ、現役・
浪人問わず、仲は良好ですので、
安心して入部してください！

ポジション

ＳＴＡＦＦ　3人

ＦＷ　10 人

ＭＦ　23 人

ＤＦ　15 人

ＧＫ　4人

同ポジション内、さらにサッカー
部全体で日々切磋琢磨しています。
どのポジションでも入部大歓迎！

工学部　26 人

経済学部　11 人

法学部　6人

農学部　4人

医学部　3人

文学部　1人

京都女子大学発達教育学部　1人

同志社女子大学生活科学部　1人

薬学部　2人

京大生全体の構成と同様に、
工学部が最も多くなっています。
専門科目では学部内、全学共通科目
では学部の垣根を越えて、助け合い
ながら勉強に勤しみ、
サッカーと勉強の両立を
図っています。

京都　６
奈良　６
大阪　３
兵庫　８
岡山　１
香川　１　
徳島　１
福岡　２
佐賀　１
鹿児島１
沖縄　１
アメリカミシガン州１

宮城　１
群馬　１
埼玉　２
東京　５
神奈川１
新潟　１
静岡　２
富山　１
石川　１
愛知　５
三重　１
滋賀　２

出身（高校による）

兵庫県がトップ、次いで京都府、奈良県という結果になりました。
さすが京都大学というべきか、全国各地から集まっています。
さらに今シーズンには、アメリカ出身者が加わりました。カッコいいですね！

多くの人たちが気になっているであろう京大サッカー部の実態についてまとめました。
このページを読めば、京大サッカー部をより身近に感じられること間違いなし！

KYOTO UNIVERSITY
                  FOOTBALL CLUB
                                       DATABASE

0 5 10 15 20 25 30

学部
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NEW OB・OG
2022 シーズンをもって引退したＯＢ・ＯＧ

KIU を支えてきた 10 人が４年間の想いを、仲間への想いを、KIU への想いを語る。

田中啓史 (2022 シーズン主将 )

生年月日：2000.04.07

学部学科：法学部

出身高校：藤枝東高校

久保高志

生年月日：2000.11.14

学部学科：工学部物理工学科

出身高校：膳所高校

高橋拓伸

生年月日：1999.09.30

学部学科：工学部物理工学科

出身高校：駒場高校

田本柚香

生年月日：2000.12.07

学部学科：京都女子大学発達教育学部

出身高校：加古川東高校

山本耕平

生年月日：1999.04.30

学部学科：工学部建築学科

出身高校：小倉高校

　この４年間では、嬉しかったり

辛かったり多くの感情を経験しま

した。試合中だけでなく、普段の

練習やピッチ外での出来事の中で

も感情を揺さぶられる瞬間はたく

さんあり、刺激的な４年間だった

と思います。しかし、リーグ昇格

という目標を達成できなかった悔

しさは大きく、後輩たちにはぜひ

達成してほしいと思います。そし

て、僕が刺激に満ちたサッカー生

活を送れたのは、支えてくれた家

族、部活関係者の方々、先輩、後輩、

そして同期のおかげです。本当に

感謝しています。

　苦しい試合やしんどい練習もた

くさんありましたが、この４年間、

本当に楽しく過ごすことができま

した。改めてサッカーの楽しさを

実感することができた４年間だっ

たように思います。

　後輩たちには残りの大学サッ

カー生活を思う存分楽しんでほし

いと思っています。そして、昇格

という目標を果たすことを期待し

ています。どんな時も楽しむこと

を忘れずに、頑張ってください。

　サッカー人生最後の４年間をこ

の場所で過ごすことができたこ

と、とても幸せだと感じます。多

くは語りませんが、全てに感謝し

ています。

　また、後輩たちへ。４年間とは

短くも長いものです。多くのこと

を経験すると思いますが、その瞬

間を、感情を色褪せさせることな

く今日のエネルギーに変えて欲し

いと思います。

野村岳大

生年月日：1999.05.13

学部学科：経済学部

出身高校：東大寺学園高校

　この４年間で自分はサッカーを

さらに好きになりました。その一

方で、さらに嫌いになりました。

４年間で技術や戦術理解の向上を

目標に練習することはとても楽し

く、高校までの長いサッカー人生

のいつの時点よりも成長できたと

思います。しかし、責任を伴う試

合、激しいポジション争いはこれ

まで感じたことのないストレスを

感じ、その点においてサッカーを

楽しめませんでした。ただ、その

苦い経験も自身を成長させてくれ

たと思います。４年間本当にあり

がとうございました。

橋本晋太郎 (2022 シーズン副将 )

生年月日：1999.10.28

学部学科：文学部

出身高校：高松高校

　振り返ると、私たちの代は動物

園のようなものでした。多種多様

な生き物で溢れているけど、総体

として、どこか人を惹き付ける所

がある。そんな動物園が私は好き

でした。

　刺激的な４年間。喜怒哀楽、様々

な感情を常に抱き、サッカーと向

き合う日々を通して、私は大きく

成長しました。充実したサッカー

人生でした。昇格の夢を共に追い

かけ、いつも隣で支えてくれた仲

間に感謝です。本当にお世話にな

りました。ありがとうございまし

た。

正村匠

生年月日：2000.01.18

学部学科：工学部建築学科

出身高校：東大寺学園高校

　まずは、４年間自分のサッカー

生活に関わってくださった方々に

感謝申し上げます。ありがとうご

ざいました。

　４年間を終えてみて思うこと

は、４年という月日はとても短い

ものだということです。選手とし

てもサッカー部という組織として

も、その限られた時間の中で変化

を生み出し、結果を残すことは、

並大抵の努力では成し遂げられな

いことだと思います。エネルギー

を絶やさず、苦しい時には仲間を

頼りながら、道を切り開いていっ

てください。陰ながら応援してい

ます。

森橋亮太

生年月日：2000.12.24

学部学科：経済学部

出身高校：仙台第二高校

　４年間。色々な出来事があった

なと思い返すと同時に、あっとい

う間に終わってしまったと感じま

す。サッカー部は、素晴らしい経

験を得られる環境が整っています

が、それを活かすも殺すも自分次

第です。無為に過ごしていては、

何も得ることなく、時間はあっと

いう間に終わってしまいます。

　後輩たちには、如何なる状況に

おいても、一つひとつの練習や試

合を大切にし、たとえ上手くいか

なくても、もがき続けることで、

有意義な４年間を過ごしてほしい

なと思います。

 この４年間、スタッフとして何

ができるか、必死に考え行動しま

した。特にコロナ禍での活動は、

その時々の環境下で自分にできる

最善は何かが見えづらく、悩みも

尽きませんでした。部活をできる

のが当たり前じゃないとわかった

からこそ、チーム一丸となって試

合ができることは、とても嬉しく、

楽しかったです。このチームでス

タッフとして活動できたことに感

謝します。４年間ありがとうござ

いました。

　引退してみると 4 年間は短く、

もっと京大サッカー部でサッ

カーをやっていたかったと感じ

ます。この 4 年間は自分にとっ

てとても貴重な時間でした。京

大サッカー部に関係する方全て

に感謝します。

　三部昇格という目標は果たせ

なかったですが、来年以降の後

輩達に任せたいと思います。見

に行ける試合は全部行くので頑

張って下さい。

Thank you！
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佐野 康大
① 法学部
② 2001.10.14
③ 171 / 65
④ 六甲学院高校
⑤ GK
⑥ ロングキック
⑦ 疑わしきは
　　　　被告人の利益に
⑧ 笑顔

34

氏名
① 学部・学科
② 生年月日
③ 身長 / 体重
④ 出身校
⑤ ポジション
⑥ 強み
⑦ 座右の銘
⑧ 今期の目標

No.

members’ profile
4th grade

土地 さくら
① 工学部・物理工学科
② 2001.03.31
③ 158/ リンゴ 3つ分
④ 旭丘高校
⑤ Staff
⑥ チーム愛
⑦ 推しは推せるときに
　　　　　　　　　推せ
⑧ 勝つ

松島 昂太郎
① 経済学部
② 2001.09.26
③ 178 / 71
④ 川越東高校
⑤ GK
⑥ でけえ声
⑦ 継続は力なり
⑧ 一年間無失点

 1宮本 大樹
① 経済学部
② 2000.09.09
③ 177 / 65
④ 青山高校
⑤ Staff
⑥ 運動量
⑦ 七転び八起き
⑧ 安定した performance

谷 悠真
① 経済学部
② 2001.11.13
③ 170 / 63
④ 西京高校
⑤ MF
⑥ 運動量、コーチング
⑦ Love All Serve All
⑧ 導く

 6

城越 望
① 工学部・物理工学科
② 2001.12.19
③ 173 / 63
④ 桃山学院高校
⑤ DF
⑥ アドバイスを
　　　　　　素直に聞く
⑦ This is me.
⑧ リーグアシスト王

2

山下 裕大
① 薬学部
② 2001.07.14
③ 185 / 72
④ 武雄高校
⑤ FW
⑥ さりげない気遣い
⑦ あなたのハートに
　　　　ゲーゲンプレス
⑧ 阪神優勝

10 森山 翔太
① 工学部・工業化学科
② 2000.09.05
③ 177 / 67
④ 旭丘高校
⑤ DF
⑥ 予測
⑦ 思い立ったが吉日
⑧ 楽しむ

 4

小林 周平
① 農学部・
　　　応用生命科学科
② 2001.03.26
③ 174 / 63
④ 茨木高校
⑤ MF
⑥ スピードドリブル
⑦ 百聞は一見に如かず
⑧ リーグで活躍

13

瀧田 怜
① 法学部
② 2001.08.14
③ 178 / 77
④ 金沢泉丘高校
⑤ DF
⑥ 最強のフィジカル
⑦ 悩む前に筋トレ
⑧ もっとゴリゴリ

87

阿久津 慶
① 工学部・地球工学科
② 2001.04.18
③ 167 / 62
④ 開成高校
⑤ MF
⑥ 献身性
⑦ 日進月歩
⑧ やりきる

14

斎藤 友仁
① 農学部・食料環境経済
　　　　　　　　　学部
② 2001.04.29
③ 175 / 66
④ 浦和高校
⑤ MF
⑥ スピード
⑦ 乗るべき列車は
　　　一度しか通らない
⑧ 二桁得点

18 加藤 皓生
① 法学部
② 2002.02.15
③ 168 / 60
④ 県立前橋高校
⑤ MF
⑥ 特になし
⑦ 特になし
⑧ 仲間を大切に

29

相川 悠真
① 薬学部
② 2001.04.04
③ 168 / 58
④ 国学院久我山高校
⑤ MF
⑥ ボールコントロール、
　　　　　　　状況判断
⑦ 現状維持は退化でしか
　ない
⑧ 今年こそ怪我しない

 7

笹川 拓人
① 工学部・工業化学科
② 2000.05.01
③ 171 / 63
④ 三条高校
⑤ MF
⑥ 末っ子
⑦ アイシテルニイガタ
⑧ 大人の余裕を持つ

 17

八軒 和輝
① 工学部・物理工学科
② 2000.06.06
③ 176 / 60
④ 守山高校
⑤ FW
⑥ 社交性
⑦ 特になし
⑧ 切替、運動量、声

3rd grade

鬼頭 幸
① 工学部・地球工学科
② 2002.07.08
③ 178 / 62
④ 奈良女子大学付属
　　　　　中等教育学校
⑤ FW
⑥ シュート
⑦ 井の中の蛙
　　　　　大海を知らず
⑧ 20 得点

78 北村 悠真
① 経済学部
② 2002.07.01
③ 180 / 70
④ 富山中部高校
⑤ DF
⑥ フィジカル
⑦ らしくあれ
⑧ ３部優勝

5 北川 拓実
① 工学部・物理工学科
② 2002.04.19
③ 173 / 68
④ 長田高校
⑤ FW
⑥ 縦へのスピード
⑦ 「もうダメ」ではなく、
　　「またダメ」なのだ。
⑧ 得点しチームを勝利へ

9

板橋 真悠子
① 同志社女子大学
② 2002.05.12
③ 
④ 津高校
⑤ Staff
⑥ ポジティブ思考
⑦ 明日には
　　　　明日の風が吹く
⑧ 責任もってやりきる

井ノ上 真斗
① 工学部・建築学科
② 2002.06.12
③ 174 / 58
④ 鶴丸高校
⑤ MF
⑥ ボールタッチ
⑦ しゃくとり虫の屈める
　は伸びんがため
⑧ ２部昇格

27岡部 隼一郎
① 法学部
② 2002.02.01
③ 175 / 60
④ 西大和学園高校
⑤ MF
⑥ ワンタッチプレー
⑦ COYG ！！！
⑧ 試合に出る

22



宮尾　昂
① 経済学部
② 2003.04.24
③ 170 / 57
④ 岡山操山高校
⑤ MF
⑥ 左足のキック
⑦ 人のことは気にしない
⑧ 怪我しない

19

2nd grade
木本 晴仁
① 工学部・物理工学科
② 2002.06.18
③ 165 / 60
④ 東山高校
⑤ DF
⑥ 球際
⑦ 自分にベクトルを向け
　ろ
⑧ 二桁アシスト

20

宮田 大輔
① 工学部・物理工学科
② 2004.01.16
③ 179 / 60
④ 姫路西高校
⑤ GK
⑥ 負けず嫌い
⑦ 凡事徹底
⑧ ２部昇格に貢献する

24

古家 光基
① 法学部
② 2002.10.08
③ 187 / 67
④ 六甲学院高校
⑤ FW
⑥ 背が高いこと
⑦ Challenger Spirits
⑧ 公式戦にスタメン出場

80

山口 健太
① 経済学部
② 2003.09.17
③ 165 / 54
④ 長田高校
⑤ DF
⑥ 運動量
⑦ 禍福は糾える縄の如し
⑧ 躍動する

77

鳥取 政秀
① 医学部・医学科
② 2003.12.30
③ 181 / 77
④ 高槻高校
⑤ DF
⑥ パス
⑦ 臥薪嘗胆
⑧ 肉体改造

35 武田 遥
① 工学部・電気電子
　　　　　　　　工学科
② 2002.12.29
③ 170 / 60
④ 奈良学園登美ヶ丘高校
⑤ FW
⑥ いやらしさ
⑦ 我が道のままで逝く
⑧ ゴールトとアシストの
　量産

37

新谷 和也
① 経済学部
② 2003.08.23
③ 167 / 54
④ ノバイ・ハイスクール
⑤ MF
⑥ 二列目からの飛び出し
⑦ No pain, no gain
⑧ 怪我をせず、チームに
　貢献する

23 小原 拓士
① 工学部・工業化学科
② 2002.08.20
③ 179 / 65
④ 旭丘高校
⑤ MF
⑥味方を生かすパス
⑦ 思い立ったが吉日
⑧ 球際強くなる

28

仲里 陽
① 医学部・人間健康学科
② 2004.02.12
③ 173 / 72
④ 城ノ内高校
⑤ FW
⑥ フィジカル
⑦ なるようになる
⑧ 試合に出て点を取る

15 土地 柊輔
① 工学部・物理工学科
② 2003.12.20
③ 174 / 62
④ 千種高校
⑤ MF
⑥ セカンドボールの回収
⑦ 凡事徹底
⑧ 継続

21

田端 大渡
① 農学部・森林科学科
② 2003.03.04
③ 169 / 60
④ 京都成章高校
⑤ MF
⑥ スピード
⑦ Stay Hungry, 
                       Stay Foolish
⑧ 決定力向上

99

松岡 紘也
① 工学部・地球工学科
② 2003.10.20
③ 165 / 50
④ 長田高校
⑤ MF
⑥ 先を予測した動き、運
　動量
⑦ 一休み、一休み。
　　　　　　（一休さん）
⑧ ゲームを作る選手にな
　る

11

弓削 修二
① 工学部・建築学科
② 2004.01.01
③ 165 / 56
④ 明治学園高校
⑤ MF
⑥ 足元
⑦ あめふってぢかたまる
⑧ ゴールする

69

船木 亮哉
① 工学部・地球工学科
② 2002.06.22
③ 173 / 56
④ 岡崎高校
⑤ DF
⑥ インターセプト
⑦ 輝けるその時を信じて
⑧ パス

16

松本 光擁
① 経済学部
② 2002.05.17
③ 174 / 66
④ 市立西宮高校
⑤ DF / MF
⑥ 止めて蹴る
⑦ 機を見るに敏
⑧ 覚醒

8

日置 晃久
① 農学部・資源生物学科
② 2002.09.19
③ 172 / 61
④ 帝塚山高校
⑤ DF
⑥ 根性、守備力、勢い
⑦ なせばなる
⑧ ３部優勝

 3

高嶋 祐司
① 工学部・地球工学科
② 2021.11.14
③ 178 / 66
④ 洛南高校
⑤ DF
⑥ 特になし
⑦ 特になし
⑧ 楽しみ続ける

82 清光 祐介
① 経済学部
② 2001.08.08
③ 168 / 65
④ 立命館高校
⑤ MF
⑥ 球際
⑦ 俺は言葉を配る。
⑧ 怪我しない

88

寺迫 亮太
① 工学部・地球工学科
② 2002.12.15
③ 173 / 64
④ 洛星高校
⑤ MF
⑥ チャンスメイク
⑦ なんとかなる
⑧ 飛躍

12

田中 信太郎
① 工学部・地球工学科
② 生年月日
③ 178 / 72
④ 海城高校
⑤ DF
⑥ ロングパス
⑦ 我武者羅
⑧ 定着
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Access

◀京都大学北部構内　農学部グラウンド

 ●京阪電鉄鴨東線

　「出町柳駅」下車徒歩 20 分

 ●京都市バス 17 番・203 番

　「京大農学部前」下車徒歩５分
今出川通

東
大
路
通

百万遍

御蔭通

北部構内

農学部グラウンド

京大農学部前

←出町柳駅

N

今出川通

Information
@kyotosoccer

@kyoto_soccer Kyoto Univ. Soccer Club

Goods
（表）        （裏）

クリアファイル

¥200

京都大学蹴球部Ｔシャツ

¥2,000

イヤーブック

¥1,000

・ホームゲームやサッカー部のイベントの際、受付にて販売

・京大サッカー部ホームページへアクセス

　「Links」→「Online Store」にてネット販売   

　「Online Store」 URL　https://kiusoccerclub.stores.jp/

＜グッズ購入方法＞

マフラータオル

¥1,500

京都大学蹴球部ロゴ入りポロシャツ

１枚　¥3,500

  ２枚　¥6,000　

kyoto_soccer
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「YEARBOOK 2023」　出版部

代表　久保  高志   (Ｒ５卒 )

田本  柚香      (Ｒ５卒 )

橋本　晋太郎　　(Ｒ５卒 )     

正村  匠　      (Ｒ５卒 )

加藤  皓生      (４回生 )

斎藤  友仁      (４回生 )

城越  望　      (４回生 )

土地  さくら    (４回生 )

森山  翔太      (４回生 )

板橋  真悠子     (３回生 )

北村  悠真       (３回生 )

鬼頭  幸         (３回生 )

松本  光擁       (３回生 )

小原  拓士       (２回生 )

田端  大渡       (２回生 )

山口  健太       (２回生 )

弓削  修二       (２回生 )    

編集後記 ＯＢ・ＯＧ個人協賛

　「YEARBOOK 2023」をお届けいたします。発刊にあたりましては、企業各社様、ＯＢ・ＯＧの皆様、

保護者の方々を中心に多大なるご支援を賜りました。この場をお貸りして厚く御礼申し上げます。

　私が２回生の時から新型コロナウイルス感染拡大の影響により、さまざまな制限が課されまし

た。しかし、皆様のご協力もあり、この４年間、サッカーに打ち込むことができました。そのよ

うな環境を整えていたただき、応援してくださった皆様には、感謝の言葉しかございません。

　本紙の作成に際しまして、自分たちの活動を今一度振り返るとともに、皆様のご支援の大きさ

を改めて実感しました。今後とも京都大学蹴球部への温かいご声援の程よろしくお願い致します。

最後に、本誌で「昇格」をお伝えすることができず非常に残念に思っております。今年こそは強

く魅力的な集団を作り上げ、二部リーグ昇格を果たしてくれることを期待しています。

２０２２シーズン　京都大学蹴球部

　　　　　　出版部代表　久保高志

卒業年 氏名 卒業年 氏名 卒業年 氏名

　昭和35年　 大木岩根　　氏 昭和58年 高嶋章行　　氏 平成5年 柘植昌明　　氏

昭和41年 入江洋樹　　氏 昭和59年 廣瀬憲嗣　　氏 平成6年 岩田通明　　氏

　昭和42年　 中野昭一　　氏 昭和60年 根岸正人　　氏 平成6年 川上英治　　氏

昭和44年 上本憲嗣　　氏 昭和61年 成瀬英治　　氏 平成11年 久保田直人　氏

昭和45年 鈴木俊郎　　氏 平成元年 伊勢昌司　　氏 平成27年 川上哲平　　氏

昭和51年 佐藤博樹　　氏 平成2年 浅井田康浩　氏 平成27年 篠原智志　　氏

昭和55年 村本𠮷 　　氏 平成2年 佐々木一隆　氏 平成29年 上田武蔵　　氏

昭和55年 吉貴寛良　　氏 平成2年 佐藤智典　　氏 平成29年 松澤健太郎　氏

昭和56年 水倉泰治　　氏 平成3年 石田隆　　　氏 平成30年 山﨑康太　　氏

昭和57年 中谷充宏　　氏 平成4年 梅田亮　　　氏 令和2年 村上千理　　氏

企業協賛 (一般 )
株式会社ハウスネットワーク

企業協賛 (ＯＢ)
住友電気工業株式会社 昭和54年卒　石原孝　　氏 株式会社 個別指導塾同立有志会 昭和60年卒　瀧下靖春　氏

昭和57年卒　丸山哲二　氏 扶桑精工株式会社 昭和46年卒　前田順也　氏

昭和60年卒　服部知之　氏 株式会社鴻池組 平成8年卒　  加藤寛　 氏

平成2年卒　佐々木一隆  氏 村本建設株式会社 昭和55年卒　村本𠮷弘𠮷 　氏

平成15年卒　竹内隆人　氏

平成16年卒　山本剛史　氏
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拝啓

　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素より京都大学蹴球部の活動に多大なるご支援を賜り厚く御礼申し上げます。

　平成 28 年 12 月に京都大学蹴球部活動支援基金が設立され、資金面において御支援頂く際

の手続きが円滑になりました。この活動支援基金は寄付金を納入頂いた場合、税制上の優遇

措置を受けられるものとなっております、基金設立以降、多くの方々から御支援賜り、主に

トレーニング機器の購入などの強化費として使用させていただいております。

　京都大学蹴球部は、「三部優勝」を達成するべく、今シーズンも日々精進していく所存でご

ざいます。ホームゲーム等も開催予定ですので、農学部グラウンドへ足を運んでいただけれ

ば幸いです。

以下、基金のご利用方法 (３通り )を記載させていただきます。

　　　①Web の申込フォームからのご寄付

　　　②振込用紙によるご寄付

　　　③法人・団体の方からのご寄付

　詳しくは上記ＱＲコードを読み取っていただき、移動したページをご参照ください。

尚リンク先は、http://www.kikin.kyoto-u.ac.jp/contribution/soccer でございます。

　また、基金に関するご不明点は、Ｅメール：kyoto.soccer@gmail.com までお問い合わせくだ

さい。

　今後とも、京都大学蹴球部のご支援を宜しくお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

令和５年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都大学蹴球部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主将　谷悠真

京都大学蹴球部活動支援基金のご案内


